
論

読
.電
気
事
業
再
編
成
に
お
け
る
民
営
地
域
別
九
分
割
案
の
形
成
過
程

-

再
編
成
の
主
役
は
誰
か
ー

IlH日日日日
-ノ

郎

一

課

題

(1
)

本
稿

の
課
題
は
､
占
領
下
の
日
本
で
実
施
さ
れ
た
電
気
事
業
再
編
成
に

お
い
て
最
終
実
行
案
と
な

っ
た
民
営
地
域
別
九
分
割
案
の
形
成
過
程
を
検

討
し
'
企
業
形
態
改
変
面
で
の
再
編
成
の
主
役
は
誰
で
あ

っ
た
か
を
確
定

す
る
こ
と
に
あ
る
｡
第

1
表
は
､
既
存
の
諸
文
献
に
よ

っ
て
言
及
さ
れ
て

き
た
各
提
唱
主
体
の
諸
プ
ラ
ン
を
､
｢
発
送
配
電

一
貫
経
営
を
採
用
す

る

か
否
か
｣
'
｢
配
電
に
つ
い
て
地
域
分
割
を
行
な
う
か
否
か
｣
'
｢
事
業
全
体

を
民
営
化
す
る
か
香
か
｣
と
い
う
三
つ
の
基
準
で
分
類

し
た
も

の
で
あ

る
｡
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
､
本
稿
で
は
'
発
送
配
電

一
貢
､
地
域

(2
)

分
割
､
民
営
化
を
め
ざ
し
た
松
永
安
左

ヱ
門
､

G
H
Q
t

九
配
電
会
社
の

三
者
を
､
主
と
し
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な
る
｡

従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
'
電
気
事
業
再
編
成
に
関
す
る
研
究
は
'
そ

れ
に
先
行
す
る
電
力
国
家
管
理
に
関
す
る
研
究
に
比
べ
て
'
総
じ
て
立
ち

(3
)

遅
れ
て
き
た
｡

こ
の
点
で
の
ほ
ぼ
唯

一
の
例
外
は
'
公
益
事
業
委
員
会
内

に
設
置
さ
れ
た
電
気
事
業
再
編
成
史
刊
行
会
が
再
編
成
直
後
の

一
九
五
二

年
五
月
に
刊
行
し
た
本
文

一
〇
六
八
貢
の

『
電
気
事
業
再
編
成
史
』
の
存

在
で
あ
る
が
､
同
書
に
は
'
す
で
に
別
稿
で
指
摘
し
た
よ

う

に
へ
｢
④
G

H
Q
に
関
す
る
記
述
が
部
分
的
で
あ
る
'
⑧
商
工
省
な
い
し
通
産
省
に
関

す
る
記
述
が
き
わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
､
◎
電
産
の
運
動
に
関
す
る
記
述

(4
)

が
ほ
ぼ
欠
如
し
て
い
る
'
⑳
地
方
公
共
団
体
に
関
す
る
記
述
が
少
な

い

｣

な
ど
の
問
題
点
が
あ

っ
た
.
そ
の
た
G
.
電
気
事
業
再
編
成
に
関
す
る
研

1 (735)



第1表 電気事業の企業形態改変に関する主要なプランと提唱主体

プ ラ ン の 概 要 痩 唱 主 体

発送配電一貫経 営 配電の地 域分 割 民 営

○ ○ ○ 桧永安左ヱ門,GHQ, 9配電 (1948年以降)ら

○ × × 電産,El究, 9配電(1946-47年),社会党,共産党O

× ○ ○ 電気事業民主化委員会,電気事業再編成審議会,民主党○

(出所) 拙稿 ｢電気事業再編成研究の課題｣ (青山学院大学 『青山経営論集』第24巻

第1号､1989年)147頁｡

第2表 電気事業再編成に関連する拙稿

題 目 掲 載 書 .誌 発行年

｢エネルギー産業の再建-電力業｣ 『通商産業政策史』3巻 近刊予定

｢電気事業再編成研究の課題｣ 『青山経営論集』24巻 1号 1989年

｢資料-電気事業再編成と商工省 .通産省(1)(2.完)｣ 『青山経営論集』24巻2､3号 1989年

｢電気事業再編成と企業形態改変に関する諸プラン｣ 『青山経営論集』25巻 1号 1990年

究
の
課
題
と
し
て
､
｢①
企
業
形
態
改
変
に
関

す

る
諸
プ

｣
フ
ソ
と
提
唱
主
体
の
全
体
像
を
把
握
L
t

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
､
②

松
永
案
と
G
H
Q
の
プ
ラ
ン
の
相
違
点
と
そ
の
解

消
の
さ
れ
方
を
検
討
し
'
松
永
と
G
H
Q
の
ど
ち

ら
が
企
業
形
態
改
変
の
主
役
で
あ

っ
た
か
を
確
定

す
る
こ
と
､
③
商
工
省
な
い
し
通
産
省
の
動
向
に

注
目
し
､
電
力
行
政
の
所
管
変
更
に
つ
い
て
の
対

決
の
構
図
を
解
明
す
る
こ
と
､
④
電
気
事
業
再
編

成
と
電
産
の
運
動
と
の
関
係
を
明
確

に
す

る

こ

(5
)

と
｣
t

な
ど
の
諸
点
が
残
さ
れ
た
が
､

本
稿
は
'

こ
の
う
ち
②
の
課
題
に
と
り
く
む
も
の
で
あ
る
｡

な
お
'
筆
者
は
'
現
在
'
こ
れ
ら

一
連
の
課
題
を

追
求
中
で
あ
る
が
'
そ
の
進
行
状
況
は
第
2
表
の

と
お
り
で
あ
る
｡

電
気
事
業
再
編
成
に
関
す
る
研
究
が
立
ち
遅
れ

て
き
た
理
由
と
し
て
は
'
つ
い
最
近
ま
で
経
済
史

家
､
経
営
史
家
が
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
日
本

を
対
象
に
し
た
研
究
業
績
を
あ
ま
り
発
表
し
て
こ

な
か
っ
た
と
い
う

一
般
的
事
情
と
は
別
に
'
次
の

(736) 2



電気事業再編成における民営地域別九分割案の形成過程

二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

第

一
は
'
従
来
の
電
力
国
家
管
理
研
究
が
採
用
し
て
㌢
た
論
理
構
成
で

(6
)

あ
る
o
近
年
の
代
表
的
な
電
力
国
家
管
理
研
究
者
と
し
て
は
'
桜
井
則
､

(7
)

(8
)

(9
)

松
島
春
海
'

高
橋
衛

'
坂
本
雅

子

の
四
氏
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
'

こ
れ
ら
四
氏
の
所
説
は
'
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
を
含
み
な
が
ら
も
'
基
本
的

な
点
で
は
共
通
す
る
内
容
を
も

っ
て
い
る
｡
そ
の
共
通

性

は
'
｢豊
富
で

低
廉
な
電
力
供
給
｣
を
め
ざ
す
官
僚
な
い
し
財
閥
が
個
別
資
本
的
立
場
に

執
着
す
る
電
力
資
本
を
抑
え
込
ん
だ
過
程
と
し
て
電
力
国
家
管
理
を
理
解

す
る
と
い
う
点
に
あ
る
が
､
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
て
ば
'
現
実
に

｢豊

富
で
低
廉
な
電
力
供
給
｣
を
求
め
る
社
会
的
要
請
が
存
在
し
た
以
上
'
電

力
国
家
管
理
は
経
済
的
に
み
て
必
然
的
な
過
程
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

(
10
)

ろ
う

O

L
か
L
t
四
氏
の
よ
う
に
電
力
国
家
管
理
の
経
済
的
必
然
性
を
強

調
す
る
見
解
に
立
つ
な
ら
ば
､
そ
の
論
理
的
帰
結
と
し
て
'
電
気
事
業
再

編
成
を
整
合
的
に
論
ず
る
こ
と
は
困
難
に
な

る
O
｢豊
富
で
低
廉
な
電
力

供
給
｣
の
実
現
を
同
様
に
め
ざ
し
な
が
ら
'
電
力
国
家
管
理
は
事
実
上
の

国
営
化
を
も
た
ら
し
'
電
気
事
業
再
編
成
は
国
営
形
態
を
解
消
し
た
｡
電

力
国
家
管
理
の
経
済
的
必
然
性
を
強
調
す
る
見
解
に
立
つ
か
ぎ
り
'
こ
の

よ
う
な
正
反
対
の
結
果
が
な
ぜ
生
じ
た
か
を
論
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
｡

電
気
事
業
再
編
成
を

G
H
Q
と

い
う

｢外
圧
｣
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
経
済
的
必
然
性
を
も
た
な
い
プ
ロ
セ
ス

と
と
ら
え
る
克
ら
ば
'
あ
る
程
度
の
説
明
は
可
能
だ
ろ
う
が
'
そ
の
場
合

に
は
'
再
編
成
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
.い
わ
ゆ
る

｢九
電
力
体
制
｣
が
そ
の

(ll
)

後
定
着
し

た

の
は
な
ぜ
か
と
い
う
'
新
た
な
難
問
に
直
面
す
る
こ
と
に
な

る
｡
ま
た
'
そ
も
そ
も
'
電
気
事
業
再
編
成
の
主
役
が
G
H
Q
で
あ

っ
た

と
簡
単
に
断
定
す
る
こ
と
に
も
､
大
い
に
問
題
が
あ
る
｡
こ
の
最
後
の
問

題
こ
そ
'
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
主
要
な
論
点
に
は
か
な
ら
な
い
｡

電
気
事
業
再
編
成
研
究
の
停
滞
を
招
い
た
第
二
の
要
因
は
t
G
H
Q
や

商
工
省
な
ど
の
再
編
成
の
当
事
者
た
ち
の
動
向
を
伝
え
る

一
次
資
料
の
利

用
が
困
難
だ

っ
た
t
と
い
う
事
情
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
点
を

克
服
す
る
た
め
に
は
'
主
と
し
て
G
H
Q
の
動
向
を
伝
え
る
米
国
メ
リ
ー

ラ
ン
ド
州
ス
1
-
ラ
ン
ド

(
ヮ
シ
ソ
ト
ン
D
.
C
.
郊
外
)

の

W

a

sh
･

ingto
n

N
a
ti
ona-
R
ecords
C

enter
所
蔵
の
レ
コ
ー
ド

･
グ
ル
ー
プ

･
ナ
ン
.バ
ー
三
三

1
t
G
H
Q
/
S
C
A
P
文
書
や
'
主
と
し
て
商
工
省

の
動
向
を
伝
え
る
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
の
財
団
法
人
通
商
産
業
調
査
会
通

(12
)

商
産
業
政
策
史
研
究
所
所
蔵
の
古
池
信
三
文
書
に
含
ま
れ
る
関
連
資
料
を

発
掘
'
整
理
'
公
表
す
る
こ
と
が
'
重
要
な
意
味
を
も
つ
｡
筆
者
は
'
第

(13
)

2
表
に
示
し
た
よ
う
に
'
す
で
に
こ
の
作
業
を
開
始
し
て
お

り

､

本
稿
で

も
'
お
も
に
ス
ー
ト
ラ
ン
ド
の
G
H
Q
/
s
C
A
P
文
書
を
利
用
す
る
o

た
だ
し
'
こ
こ
で
は
､
紙
幅
上
の
制
約
が
あ
る
た
め
'
各
資
料
の
具
体
的

内
容
に
は
立
ち
入
ら
ず
'
資
料
名
と
そ
れ
ら
の
資
料
を
番
介
し
た
筆
者
の

3 (737)



別
稿
の
該
当
箇
所
を
注
記
す
る
に
と
ど
め
た
い
｡

本
稿
で
は
'
①
敗
戦
か
ら

1
九
四
八
年

1
月
ま
で
､
②

1
九
四
八
年
二

月
か
ら
同
年

一
二
月
ま
で
'
③

一
九
四
九
年

一
月
か
ら
同
年
九
月
ま
で
'

④

一
九
四
九
年

一
〇
月
か
ら

一
九
五
〇
年
三
月
ま
で
'
⑤

一
九
五
〇
年
四

月
か
ら
同
年

一
一
月
ま
で
t
と
い
う
五
つ
の
時
期
を
設
定
し
て
'
順
次
議

論
を
進
め
る
｡
こ
の
時
期
区
分
は
'
基
本
的
に
は
'
電
気
事
業
再
編
成
に

対
す
る
G
H
Q
の
関
与
の
し
か
た
の
変
化
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
｡
G

H
Q
は
'
①
の
時
期
に
電
気
事
業
再
編
成
に
着
手
L
t
②
､
③
の
時
期
に

再
編
成
に
関
す
る
基
本
方
針
を
確
立
し
た

(と
-
に
③
の
時
期
に
は
'
再

編
成
に
関
す
る
G
H
Q
の
動
き
が
活
発
化
し
た
)｡

そ
し
て
､

④
の
時
期

に
電
気
事
業
再
編
成
の
実
行
案
の
作
成
に
関
与
し
､
⑤
の
時
期
に
再
編
成

の
実
施
に
影
響
力
を
行
使
し
た
｡
な
お
､
参
考
の
た
め
に
､
電
気
事
業
再

(14
)

編
成
関
連
年
表
を
'
付
表
と
し
て
'
本
稿
の
末
尾
に
掲
げ
て
お
い
た
｡

注(
1
)

本
稿
は
､

1
九
九
〇
年
九
月
二
二
-
二
三
日
に
松
山
大
学
で
開

催
さ
れ
た
社
会
経
済
史
学
会
第
五
九
回
全
国
大
会
に
お
い
て
筆
者
が

行
な
っ
た
自
由
論
題
報
告
を
'
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
文
書
化
し
た

も
の
で
あ
る
｡

(
2
)

正
確

に
は
t

G
H
Q
＼SC
A
p
-
G
enera-
H
ead
quarters＼

S
uprem
e
c
o.m
m
and
e
r

f

o
r
th
e
A
ltied
P
o
w
ers.
連
合
国
最

高
司
令
官
総
司
令
部
｡

(

3

)

中
滞
哲
史
氏
は
'
最
近
発
表
さ
れ
た

｢
再
編
成
前
の
電
力
産
業

の
経
営
改
善
に
つ
い
て
-

電
力
再
編
成
の
前

提
-

｣
(大
阪
市

立
大
学

『経
営
研
究
』
第
四

一
巻
第
三
号
'

一
九
九
〇
年
)
の
な
か

で
'
今
後
'
電
気
事
業
再
編
成
に
関
す
る
研
究
に
と
り
く
む
こ
と
を

宣
言
さ
れ
て
い
る
｡
氏
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
｡

(

4

)

拙
稿

｢電
気
事
業
再
編
成
研
究
の
課
題
｣
(青
山
学
院
大
学
『
青

山
経
営
論
集
』
第
二
四
巻
第

一
号
'

一
九
八
九
年
)

一
五

一
頁
｡

(
5
)

前
提
拙
稿

｢電
気
事
業
再
編
成
研
究
の
課
題
｣

1
五

1
-

1
五

二
五
｡

(
6
)

桜
井
則

｢電
力
産
業
と
国
家
管
理
｣

(
栗
原
東
洋
編

『現
代
日

本
産
業
発
達
史
Ⅲ
電
力
』'
交
絢
社
､

一
九
六
四
年
)0

(

7

)

松
島
春
海

｢電
力
外
債
の
歴
史
的
意
義
｣
(『
社
会
経
済
史
学
』

第
二
六
巻
第
六
号
'

一
九
六

一
年
)'

同

｢電
力
統
制
問
題
の
背
景

(上
)
(下
)｣
(『
ア
ナ
リ
ス
ト
』
第

一
二
巻
第

二

号
'
第

一
三
巻
第

一
号
'
一
九
六
六
-
六
七
年
)
､
同

｢
日
本
発
送
電
株
式
会
社
の
形
成

過
程
｣
(埼
玉
大
学

『社
会
科
学
論
集
』
第
三
五
号
'
一
九
七
五
年
)
'

同

｢戦
時
経
済
体
制
成
立
期
に
お
け
る
民
間
研
究
団
体
の
動
向
｣

(埼
玉
大
学

『社
会
科
学
論
集
』
第
三
六
号
'

一
九
七
五
年
)'

同

｢戦
時
経
済
体
制
の
成
立
過
程
と
産
業
政
策
｣

(安
藤
良
雄
編

『
日

本
経
済
政
策
史
論

･
下
』
'
東
京
大
学
出
版
会
'

一
九
七
六
年
)､
同

｢産
業
統
制
の
強
化
と
戦
時
経
済
｣
(『
社
会
経
済
史
学
』
第
四

一
巻

第
六
号
'

一
九
七
六
年
)'

同

｢電
力
業
に
お
け
る

〟

生
産
力
の
拡

充
し

(埼
玉
大
学

『社
会
科
学
論
集
』
第
三
八
･
三
九
合
同
号
､

1

九
七
七
年
)'

同

｢電
気
事
業
編
第
三
編
戦
時
経
済
期
｣

(
通
商
産

(738) 4
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業
省
編

『商
工
政
策
史
第
二
四
巻
電
気

･
ガ
ス
事

業
』
'

1
九
七
九

年
)0

(

8

)

高
橋
衛

｢戦
時
経
済
統
制
研
究
の
視
点
｣

(広
島
大
学

『経
済

論
叢
』
第
二
二
巻
第

1
号
'

1
九
七
二
年
)､

同

｢電
力
国
家
管
理

の
過
程
｣
(広
島
大
学

『経
済
論
叢
』

第
二
二
巻
第
二
号
'

一
九
七

二
年
)0

(
9
)

坂
本
雅
子

｢
電
力
国
家
管
理
と
官
僚
統
制
｣
(
『
季
刊
現
代
史
』

第
五
号
'

一
九
七
四
年
)
0

(
10
)

以
上
の
点
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢電
力
国
家
管
理
研
究
の
新
視

角
｣
(青
山
学
院
大
学

『青
山
経
営
論
集
』
､
第

一
九
巻
第
四
号
'

一

九
八
五
年
)
三
二
-
四
五
貢
参
照
｡

(
11
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､

拙
稿

｢電
力
｣
(米
川
伸

1
･
下
川
浩

一
･
山
崎
広
明
編

『戦
後
日
本
経
営
史
第
Ⅱ
巻
』､

東
洋
経
済
新
報

社
'

一
九
九
〇
年
)
三
六
六
-
三
六
八
㌧
三
七
四
-
三
七
六
頁
参

照

｡

(
12
)

古
池
信
三
は
'

一
九
四
五
年

一
〇
月
か
ら

一
九
四
八
年

一
月
に

か
け
て
､
商
工
省
電
力
局
長
を
つ
と
め
た
｡

(
13
)

拙
稿

｢資
料
-

電
気
事
業
再
編
成
と
商

工
省

･
通
産
省

川

畑｣
(
青
山
学
院
大
学

『青
山
経
営
論
集
』
第
二
四
巻
第

二
号

･
第

111号
､

1
九
八
九
年
'
以
下
で
は

｢商
工
省

3佃｣
と
略

す
)'
同

｢資
料
-

電
気
事
業
再
編
成
と

G
H
Q
U
刷
刷
仙
｣

(青
山
学
院

大
学

『青
山
経
営
論
集
』
第
二
五
巻
第
三
号

･
第
四
号
'
第
二
六
巻

第

1
号

･
第
三
号
'

一
九
九
〇
-
九

1
年
t
.以
下
で
は

｢
G
EZjQ
田

切
何
回
｣
と
略
す
).

(

14

)

電
気
事
業
再
編
成
の
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
'
前
掲
拙
稿

｢電

気
事
業
再
編
成
研
究
の
課
題
｣

二

二
ハ
ー

一
四

一
貫
参
照
｡
ま
た
'

第
1
表
と
付
表
に
登
場
す
る
電
力
業
の
企
業
形
態
改
変
に
関
す
る
諸

提
案
に
つ
い
て
は
'
拙
稿

｢電
気
事
業
再
編
成
と
企
業
形
態
改
変
に

関
す
る
諸
プ
ラ
ン
｣

(青
山
学
院
大
学

『青
山
経
営
論
集
』

第
二
五

巻
第

一
号
'

一
九
九
〇
年
)
参
照
｡

二

敗
戦
-

一
九
四
八
年

一
月

従
来
'

一
九
四
八
年
二
月
の
電
力
業
に
対
す
る
過
度
経
済
力
集
中
排
除

法

(以
下
で
は
集
排
法
と
略
す
)
の
適
用
を
も

っ
て
'
電
気
事
業
再
編
成

(15
)

に
G
H
Q
が
関
与
し
始
め
た
.か
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
て
き
た

が

'
じ

つ
は
㌧
G
H
Q
は
'

一
九
四
八
年

一
月
以
前
の
時
期
に
再
編
成
に
着
手
し

た
｡付

表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
'
い
ち
ほ
や
-
電
気
事
業
再
編
成
の
胎
動
を

も
た
ら
し
た
の
は
'
電
力
国
家
管
理
以
前
に
公
営
電
気
事
業
を
経
営
し
て

い
た
地
方
自
治
体
や
､
戦
後
誕
生
し
た
ば
か
り
の
電
力
産
業
の
労
働
組
合

で
あ
O(Si
j
｡

と
く
に
,
後
者
の
活
動
は
め
ざ
ま
し
く
,

1
九
四
六
年
の
秋

季
闘
争
に
お
い
て
日
本
電
気
事
業
労
働
組
合
協
議
会

(以
下
で
は
電
産
労

協
と
略
す
)
は
､
電
気
事
業
の
社
会
化
や
全
国

一
元
化
な
ど
の
自
ら
の
要

求
を
､
日
本
発
送
電

(以
下
で
は
日
発
と
略
す
)
の
総
裁
や
九
配
電
会
社

(17
)

の
社
長
に
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た

(戦
時
体
制
下
で
始
ま
り
､
当

5 (739)



時
も
継
続
し
て
い
た
日
本
の
電
力
国
家
管
理
に
お
い
て
は
'
日
発
が
発
送

電
事
業
を
'
九
配
電
会
社
が
配
電
事
業
を
担
当
し
て
い
た
)
｡

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
ほ
t

の
ち
に
全
国

一
社
化
を
提
唱
し
た
日
発
は

と
も
か
-
と
し
て
t
の
ち
に
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
を
主
張
し
た
九
配
電
が
'
な

ぜ
､
電
産
労
協
の
全
国

一
元
化
案
に
同
調
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
｡

こ
の
問
題
に
対
し
て
確
た
る
解
答
を
与
え
る
に
は
残
念
な
が
ら
資
料
不
足

で
あ
る
が
'
こ
こ
で
は
'
①
九
配
電
が
､
敗
戦
直
後

の
猛
烈
な
勢
い
の
労

働
攻
勢
に
抗
し
き
れ
な
か

っ
た
'
②
電
力
国
家
管
理
下
で
は
日
発
が
主
役

で
九
配
電
が
脇
役
と
い
う
役
所
が
定
着
し
て
い
た
の
で
'
日
発
の
動
き
に

追
随
し
た
t
な
ど
の
事
情
が
作
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
t

G
H
Q
が
電
気
事
業
再
編
成
を
具
体
的
に
検
討
し
始
め
た

こ
と
を
示
す
'

ス
ー
ト
ラ
ン
ド
の
G
H
Q
/
s
C
A
P
文
書
の
な
か
の
管

見
の
か
ぎ
り
で
最
も
早
い
時
点
の
資
料
は
'

一
九
四
七
年
四
月
の
も
の
で

(
18
)

あ
る
｡
こ
の
資

料

に
よ
れ
ば
'
同
月

一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
日
発
に
関
す

る
会
議
の
席
上
t

G
H
Q
経
済
科
学
局

(
E
s
s
)
反
ト
ラ
ス
ト

･
カ
ル

テ
ル
課
の
ブ

ッ
シ
ュ

(
Ⅰ.
｣
.
B
ush
)
は
'
①
独
立
性
の
強
い
新
た
な
電

力
行
政
機
関
の
創
設
と
'
②
地
域
別
分
割

に
よ
る
発
送
配
電

一
貫
経
営

へ

の
移
行
t

の
二
点
を
主
張
し
た
｡
そ
し
て
､

こ
れ
ら
の
点
は
t

G
H
Q
が

電
気
事
業
再
編
成
の
全
過
程
を

つ
う
じ
て
堅
持
す

る
傾
本
原
則
と

な

っ

た
｡

当
時
'
電
力
業
に
関
す
る
日
本
政
府
内
の
主
管
官
庁
で
あ

っ
た
商
工
省

は
､
敗
戦
後
必
至
と
目
さ
れ
て
い
た
電
力
行
政
機
構
の
変
更
に
つ
い
て
､

中
央
電
気
委
員
会
の
設
置
と
い
う
い
わ
ば

｢
微
調
整
｣
に
よ

っ
て
こ
れ
を

(
19
)

ク
リ
ア
L
t
電
力
業

へ
の
監
督
権
を
保
持
し
続
け
よ
う
と
し
て
い
た

｡

一
(
20
)

九
四
七
年
七
月
に
商
工
省
か
ら
中
央
電
気
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
の
照

会

を
受
け
た
G
H
Q
は
､
経
済
科
学
局
が
中
心
と
な

っ
て
'
こ
の
問
題
を
検

討
し
た
｡
し
か
し
t

G
H
Q
の
内
部
で
は
商
工
省
の
官
僚
統
制
が
日
本
の

電
力
業
の
発
展
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
見
方
が
支
配
的
だ

っ
た
た
め
'

関
連
部
局
で
あ
る
経
済
科
学
局
労
働
課
'

同
反
ト
ラ
ス
-

･
カ

ル
テ

ル

課
､
同
法
規
課
'
お
よ
び
民
政
局
は
､
い
ず

れ
も
'
商

工
省
主
導
の
電
気

(21
)

委
員

会
設
置
に
反
対
し
た
｡
こ
の
内
部
検
討

を
ふ
ま
え
て
t
G
H
Q
経
済

科
学
局
長
の
マ
ー
カ
ッ
ト

(W
.
F
.
Ma
rquat)
は
'

一
九
四
七
年
七

(22
)

月

一
七
日
に
商
工
大
臣
水
谷
長
三
郎
に
あ
て
て
覚
書

を
発
し
､
そ
の
な
か

で
'
商
工
省
電
力
局
を
廃
止
す
る
こ
と
'
中
央
電
気
委
員
会
で
は
な
-
独

立
性
の
強
い
五
人
委
員
会
を
新
た
な
電
力
行
政
棟
閑
と
し
て
設
置
す
る
こ

と
､

電
力
業
の
企
業
形
態
の
再
編
成
を
検
討
す
る
こ
と
t

な
ど
を
求

め

た
｡

こ
の
覚
書
は
t

G
H
Q
に
よ
る
電
気
事
業
再
編
成

へ
の
着
手
宣
言
と

み
な
し
う
る
も
の
で
あ

っ
た
o

G
H
Q
は
'

一
九
四
七
年
七
月
三

〇
日
の
商
工
省

と

の
会
談

に
お

い

て
'
独
立
性
の
強
い
新
た
な
電
力
行
政
機
朗
の
創
設
を
か
さ
ね
て
主
張
し

(740) 6



電気事業再編成における民営地域別九分割案の形成過程

(23
)

た

｡

そ
し
て
'
同
年
九
月
四
日
の
商
工
省
と
の
会
談
に
お
い
て
は
'
電
力

業
の
企
業
形
態
の
改
変
案
と
し
て
'
地
域
別
民
営
会
社
に
よ
る
発
送
配
電

(
24
)

1
貫
経
営
案
を
打
ち
出
し
た

O

こ
の
よ
う
に
G
H
Q
は
､

1
九
四
八
年

1
月
以
前
の
時
期
の
う
ち
に
､

①
独
立
性
の
強
い
新
た
な
電
力
行
政
機
関
を
創
設
す
る
､
②
地
域
別
民
営

会
社
に
よ
る
発
送
配
電

一
貫
経
営
を
実
現
す
る
t
と
い
う
'
電
気
事
業
再

編
成
に
の
ぞ
む
二
つ
の
根
本
原
則
を
確
立
し
た
｡
た
だ
し
'
こ
の
二
点
を

い
か
に
具
体
化
す
る
か
と
い
う
方
針
を
確
定
す
る
こ
と
は
､
次
の
時
期
以

降
に
残
さ
れ
た
課
題
と
な
っ
た
｡

一
方
'

一
九
四
七
年
九
月
四
日
の
会
談
で
G
H
Q
か
ら
地
域
別
民
営
会

社
寮
を
示
さ
れ
た
商
工
省
は
､
た
だ
ち
に
同
案
に
対
す
る
批
判
的
見
解
を

ま
と
臥
Nnii)･

商
工
省
が
地
域
別
民
営
案
を
批
判
し
た
の
は
･

当
時
同
省

が
'
電
力
業
の
企
業
形
態
改
変
に
関
し
て
'
国
営
形
態
の
継
続
と
全
国

一

(26
)

社
化
を
め
ざ
し
て
い

た

か
ら
で
あ

っ
た
｡

商
工
省
は
'
前
年
に
続
い
て

一
九
四
七
年
秋
に
も
発
生
し
た
電
産
争
議

に
際
し
て
､
電
気
事
業
の
民
主
化
に
つ
い
て
は
労
使
の
一
致
を
尊
重
す
る

(27
)

方
針
を
と
っ
た

｡

先
述
し
た
よ
う
に
'

一
九
四
六
-
四
七
年

の
時
期

に

は
､
電
産
労
協
な
い
し
そ
の
後
身
の
日
本
電
気
産
業
労
働
組
合

(以
下
で

5
野

E

は
電
産
と
略
す

)

と
日
発

･
九
配
電
の
労
使
双
方
は
'

｢電
気
事
業
の
社

会
化
｣
や

｢
全
国
発
送
配
電
事
業
の
一
社
化
｣
を
め
ざ
す
こ
と
で
､

一
応

1
致
し
て
い
た
o
こ
の

｢
全
国
発
送
配
電
事
業
の
一
社
化
｣

を

め
ざ

す

(cqrD)

｢電
気
事
業
の
社
会
化
｣
案

は
'
根
拠
と
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
異
な
る

も
の
の
'
実
態
と
し
て
は
'
商
工
省
が
支
持
す
る
全
国

一
社
に
よ
る
電
力

国
営
案
に
近
い
内
容
を
も

っ
て
い
た
.

T
九
四
六
-
四
七
年
に
商
工
省
が

労
使
間
の
T
敦
を
尊
重
す
る
方
針
を
と
っ
た
の
は
'
こ
う
し
た
事
情
を
ふ

ま
え
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
｡

注(
15
)

例
え
ば
'
小
林
康

｢
再
編
成
後
の
電
力
産
業
｣
(
栗
原
前
掲
『
現

代
日
本
産
業
発
達
史
Ⅲ
電
力
』
)
三
八
六
卜
二
六

八
頁
参
照
｡

(
16
)

東
京
都
議
会

｢配
電
事
業
移
管

二
関
ス
ル
意

見

書
｣
(
一
九
四

六
年
二
月
二
〇
日
､
公
営
電
気
復
元
運
動
史
編
集
委
員
全
編

『
公
営

電
気
復
元
運
動
史
』
､

公
営
電
気
事
業
復
元
県
都
市
協
議
会
､

一
九

六
九
年
へ

六
九
-
七
〇
貢
)'

日
本
電
気
産
業
労
働
組
合
協
議
会
結

成
大
会

｢決
議
｣
(
一
九
四
六
年
四
月
七
日
'
古
池
信
三
文
書
､
『
電

産
争
議
資
料
』
)
参
照
｡

(
17
)

電
産
労
協

･
日
発

･
九
配
電
各
代
表

｢
声
明
｣

(
一
九
四
六
年

一
〇
月
七
日
､
古
池
文
書
'
東
海
北
陸
地
方
商
工
局
編

『
日
本
電
気

産
業
労
働
組
合
協
議
会
争
議
欺
末
』
'

一
九
四
七
年
'

二
二
1
二
三

頁
)
参
照
｡

(
18
)

M
em
oran
d
u
m

o
f
th
e
M
eetin
g
R
ega
rd
in
g
N
ipp
o
n

H

assod
en
K
.
K
.
(A
pr
il
t5,

)947.R
G

3
3
1
,
G
H
Q
JS
C
A
P

R

e
c

ords,
B
6
9
79
,

F
6
1
な
お
t
R
G
は
レ
コ
ー
ド

･
グ
ル
ー
プ

7 (741)



･
ナ
ン
バ
ー
t
B
は
ボ
ッ
ク
ス
･
ナ
ン
バ
ー
t
F
は
フ
ォ
ル
ダ
ー
･

ナ
ン
バ
ー
を
示
す
｡
こ
の
点
は
､
以
下
同
様
｡
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q

m｣
三
〇
一
五
)0

(
19
)

｢中
央
電
気
委
員
会
合
案
｣
(
一
九
四
六
年

二

一月

〓

1日
'
古

池
文
書
'
『
電
力
行
政
資
料
』
､

一
九
四
七
年
｡
前
掲
拙
稿

｢商
工
省

Ⅲ｣
一
二
三

頁
)'

｢中
央
電
気
委
員
会
の
委
員
組
織
案
｣

(
一
九
四

七
年
二
月

一
〇
日
'

前
掲

『
電
力
行
政
資
料
』
｡

前
掲
拙
稿

｢商
工

省

Ⅲ｣
一
三
三
頁
)'

｢中
央
電
気
委
員
会
合
案
｣

(
一
九
四
七
年
五

月
二
三
日
'

前
掲

『電
力
行
政
資
料
』
｡

前
掲

｢商
工
省
川
｣

二
二

四
頁
)
参
照
｡

(
20
)

商
工
省
電
力
局

｢電
気
委
員
会
設
置
に
関
す
る
件
｣
～
(
1
九
四

七
年
七
月
七
日
'

前
掲

『
電
力
行
政
資
料
』｡

前
掲
拙
稿

｢商
工
省

旧｣
二
二
五
頁
)0

(
21
)

cf.
M
e
m
o
ra
n
d
u
m

fo
r
C
h
ief,
E

SS
(J
u
)y

L
1.

)947.

R
G

3
3
1,
B
6
9
79
,
F
G
,
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
田
｣
三
〇
二
頁
)
.

(
22
)

M

emora
n
d
u
m
.
W
I
F
.
M
arquat
to
M
in
ister
o
fCom･

m
erce
and
In
d
u
stry
(
Ju
ly
t7
,
)9
4
7
.
前
掲

『
電
力
行
政
資

料
』
｡
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
Ⅲ
｣
三
〇
三
-
三
〇
四
貢
)0

(
23
)

cf.
E
S
S
In
d
u
strial
D
iv
ision
,
D
a
ily
C
o
n
fe
ren
c
e

R
e
･

port
(July
30,
1947,
RG
3
3
r

B

697
9,

F
6
.
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
旧
｣
三
〇
五
頁
)0

(24
)

商
工
省
電
力
局

｢
電
気
事
業
の
経
営
組
織
に
つ
い
て
｣
(
日
付

不
明
'
前
掲

『
電
力
行
政
資
料
』
｡

前
掲
拙
稿

｢商
工
省

㈲｣
l
八

〇
頁
)
参
照
｡

(
25
)

商
工
省
電
力
局

｢
地
区
別
民
営
会
社
案
の
長
所
と
欠

陥
｣
(
1

九
四
七
年
九
月

一
一
日
'
前
掲

『電
力
行
政
資
料
』
｡
前
掲
拙
稿
｢商

工
省

側｣
一
七
六
頁
)'
同

｢
地
区
別
民
営
会
社
案
の
長
所
と
欠
陥
｣

(
一
九
四
七
年
九
月
二
二
日
'
前
掲

『電
力
行
政
資
料
』｡
前
掲
拙
稿

｢商
工
省

伽｣
1
七
九
貢
)
参
照
｡

(
26
)

商
工
省
電
力
局

｢企
業
形
態
改
善
に
関
す
る
各
案

の
利
害
比

較
｣
(
7
九
四
七
年
九
月

二

日
､
前
掲

『電
力
行
政
資
料
』
O
前
掲

拙
稿

｢商
工
省

畑｣
一
七
七
-

1
七
八
頁
)
参
照
｡

(
27
)

中
央
労
働
委
員
会
電
産
争
議
調
停
委
員
会

｢電
産
争
議
に
関
す

る
調
停
案
｣
(
1
九
四
七
年

〓

1月

一
九
日
'

前
掲

『電
力
行
政
資

料
』
｡
前
掲
拙
稿

｢商
工
省

刷｣
1
八
二
貢
)
参
照
｡

(
28

)

電
産
労
協
が
発
展
的
に
解
消
し
て
､
産
業
別
単

一
組
織
で
あ
る

電
産
が
発
足
し
た
の
は
'

一
九
四
七
年
五
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
｡

(
29
)

電
産
が

一
九
四
七
年
九
月
に
発
表
し
た

｢電
気
事
業
社
会
化
法

要
項
｣
に
つ
い
て
は
'
電
気
事
業
再
編
成
史
刊
行
会

(公
益
事
業
委

員
会
内
)

編

『電
気
事
業
再
編
成
史
』
(
1
九
五
二
年
)

l
四
八
-

一
五

一
貫
参
照
｡

(742) 8

三

一
九
四
八
年

二
月
-
同
年

二

一月

一
九
四
<
年
二
月
二
二
日
に
持
株
会
社
整
理
委
員
会
が
t
G
H
Q
の
意

向
を
受
け
て
'
日
発
お
よ
び
九
配
電
に
集
排
法
を
適
用
し
た
こ
と
は
'
電

気
事
業
再
編
成
を
め
ぐ
る
動
き
を

一
挙
に
活
発
化
さ
せ
る
契

政

と

な

っ

た
｡
集
排
法
指
定
を
受
け
た
日
発
と
九
配
電
は
七

一
九
四
八
年
四
月
二
二



電気事業再編成における民営地域別九分割案の形成過程

日
に
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
再
編
成
計
画
書
を
持
株
会
社
整
理
委
員
会

へ
提
出

(
30
)

し
た
が
､
日
発
の
計
画
書
は
全
国

一
社
化
を
主
張
し

'

九
配
電
の
そ
れ
は

(31
)

民
営
地
域
別
九
社
に
よ
る
発
送
配
電

一
貫
経
営
を
提
唱
し
た
｡

つ
ま
り
､

九
配
電
は
､
集
排
法
指
定
を
機
に
従
来
の
全
国

一
社
案

へ
の
同
調
を
と
り

や
め
､
九
ブ

ロ
ッ
ク
案

へ
方
針
転
換
し
た
こ
と
に
な
る
が
'
こ
れ
は
'
①

電
力
業

へ
の
集
排
法
適
用
に
よ
っ
て
全
国

一
社
案
に
対
す
る
G
H
Q
の
反

対
の
意
向
が
明
瞭
に
な
り
'
全
国

一
社
化
の
現
実
性
が
低
下
し
た
こ
と
'

②

｢
逆

コ
ー
ス
｣
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
'
敗
戟
直
後
の
労
働
攻
勢
に
か
げ

り
が
み
え
た
こ
と
t
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡

日
発
と
九
配
電
が
再
編
成
計
画
書
を
提
出
し
て
か
ら
八
日
後
の
一
九
四

八
年
四
月
三

〇
日
に
'電
気
事
業
再
編
成
の
具
体
案
を
作
成
す
る
た
め
'商

工
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
電
気
事
業
民
主
化
委
員
会
が
発
足
し
た
｡
電

気
事
業
民
主
化
委
員
会
は
'
東
大
教
授
で
電
気
学
会
会
長
の
大
山
松
次
郎

を
委
員
長
と
L
t
日
発

･
九
配
電

･
電
産

･
地
方
公
共
団
体

･
電
気
需
用

者
な
ど
の
代
表
を
委
員
と
し
て
'

一
九
四
八
年

1
0
月

l
日
ま
で

1
九
回

(
32
)

に
わ
た
っ
て
審
議
を
重
ね
た

｡

一
方
t
G
H
Q
は
t

l
九
四
八
年
二
月
の
電
力
業

へ
の
集
排
法
適
用
以

降
'
す
で
に
前
の
時
期
に
確
立
し
た
'
①
独
立
性
の
強
い
電
力
行
政
機
関

を
新
設
す
る
'
②
地
域
別
民
営
会
社
に
よ
る
発
送
配
電

一
貫
経
営
を
実
現

す
る
1
と
い
う
電
気
事
業
再
編
成
に
関
す
る
二
つ
の
根
本
原
則
を
'
い
か

に
具
体
化
す
る
か
と
い
う
課
題
に
と
り
く
む
よ
う
に
な
っ
た
｡
そ
し
て
､

そ
の
際
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
'
②
の
企
業
形
態
改
変
案
の
作
成
で
あ

っ
た
｡
以
下
で
述
べ
る
よ
う
に
t

G
H
Q
は
'
②
の
具
体
化
に
関
し
て
動

揺
を
重
ね
た
｡
こ
れ
と
は
対
疏
的
に
､
①
の
具
体
化
に
つ
い
て
の
G
H
Q

の
姿
勢
は
'
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
｡

G
H
Q
が
②
の
具
体
化
と
し
て
最
初
に
本
格
的
に
検
討
し
た
地
域
分
割

案
は
'

一
九
四
八
年
七
月
の
経
済
科
学
局
工
業
課
の
ス
タ
ッ
フ
･
ス
タ
デ

(
33
)

ィ
が

提
唱
し
た
'
北
海
道
'
東
本
州

(東
北
と
関
東
を

含

む
)､
西
本
州

(中
部
と
北
陸
と
関
西
と
中
国
を
含
む
)'

四
国
'

九
州
の
五
ブ

ロ
ッ
ク

(
別
)

案
で
あ

っ
た

｡

た
だ
し
'
こ
の
五
ブ

ロ
ッ
ク
案
は
､
調
査
検
討
範
囲
が
不

十
分
だ

っ
た
こ
と
も
あ

っ
て
t

G
H
Q
の
内
部
で
支
持
を
え
る
こ
と
が
で

(35
)

き
な
か
っ
た

｡

そ
の
こ
と
は
'
ほ
は
同
時
期
の

一
九
四
八
年
六
月
三

〇
日

に
'
同
じ
経
済
科
学
局
の
反
ト
ラ
ス
-

･
カ
ル
テ
ル
課
長
で
あ
る
ウ
エ
ル

シ

ュ

(
E
.
C
.
W

e
tsh
)

が
､

記
者
会
見
の
席
上
､
｢
九
配
電
会
社
の
機

構
上
の
分
割
は
な
い
見
込
で
あ
る
｣'
｢
集
排
法
に
よ
れ
ば
他
の
配
電
と
の

(溺
)

合
併
命
令
ほ
だ
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
｣
t

と
発
言
し

た

こ
と
か
ら
も
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
｡

少
な
く
と
も
､
当
時
､
日
本
の
電
力
業
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
の
は
'
経
済
科
学
局
工
業
課
の
五
ブ

ロ
ッ
ク
案
の
方
で
は
な
く
'
ウ
エ

ル
シ

ュ
反
ト
ラ
ス
-

･
カ
ル
テ
ル
課
長
の
発
言
の
方

で
あ

っ
た
｡
例
え

9 (743)



ば
'
そ
れ
ま
で
全
国

一
社
化
を
掲
げ
て
き
た
日
発
は
'

｢
九
配
電
会
社
の

機
構
上
の
分
割
は
な
い
見
込
で
あ
る
｣
と
の
ウ
エ
ル
シ
ュ
発

言

を
受

け

へ37
)

て
'
事
実
上
現
状
維
持
を
め
ざ
す
方
針
に
転
換
し
た

｡

ま
た
'

一
九
四
八

(38
)

年

一
〇
月

一
日
に
ま
と
め
ら
れ
た
電
気
事
業
民
主
化
委
員
会
の
答
申

も
､

北
海
道
と
四
国
で
発
送
配
電

一
貫
経
営
会
社
を
新
設
す
る
も
の
の
へ
本
州

と
九
州
で
は
現
行
体
制
を
基
本
的
に
維
持
す
る
と
い
う
'
現
状
維
持
色
の

強
い
も
の
と
な
っ
た
｡
そ
し
て
'

別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
'

商
工
省

も
､

一
九
四
八
年
に
は
'
電
力
業
の
企
業
形
態
改
変
問
題
に
関
し
て
'
現

(
39)

状
維
持
方
針

へ
の
傾
斜
を
強
め
た

｡

こ
こ
で
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
'
電
気
事
業
民
主
化
委
員
会
に
お

(
40
)

い
て
九
配
電
の
代
表
が
'
現
状
維
持
色
の
強
い
答
申
に
賛
成
し

た

こ
と
で

あ
る
｡
こ
の
こ
と
は
'

一
九
四
八
年

一
月
以
前
に
九
配
電
が
全
国

一
社
案

に
同
調
し
て
い
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
'
九
配
電
が
'
電
気
事
業
再
編
成
の

最
終
実
行
案
と
な
っ
民
営
地
域
別
九
分
割
案
の
形
成
過
程
に
お
け
る
主
役

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
'
意
味
し
て
い
る
｡

と
こ
ろ
で
､
こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
'

電
力
業
の
企
業
形
態
改
変
を
具
体
化
し
よ
う
と
い
う
G
H
Q
の
動
き
は
'

一
九
四
八
年
中
に
は
さ
し
た
る
進
展
を
示
さ
な
か
っ
た
｡
そ
の
動
き
が
活

発
化
し
た
の
は
'

一
九
四
九
年
に
は
い
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

っ
た
｡

注(
30
)

日
本
発
送
電
株
式
会
社

｢
再
編
成
計
画
書
｣

(
一
九
四
八
年
四

月
'
前
掲

『
電
気
事
業
再
編
成
史
』

一
九
三
-
二
〇
九
頁
)
参
照
O

(
31
)

各
配
電
会
社

｢電
気
事
業
再
編
成
計
画
案
｣

二

九
四
八
年
四

月
'
前
掲

『電
気
事
業
再
編
成
史
』
二

一
〇
-
二

一
八
頁
)
参
照
｡

(
32
)

商
工
省
電
力
局
編

『電
気
事
業
民
主
化
委
員
会
議
事
録
』

二

九
四
九
年
)
参
照
｡

(
33
)

E
S
S
ln
d
u
stry
D
ivision.
S
taff
S
tud
y
.
R
eo
rg
a
n
iza
tio
n

o
f
E
lectric
P
u
b
tic
U
titity
C
o
m
p
a
n
ies
(J
u
ly
.
)9
4
8
.
R
G

3
3
1,
B
7

045,F
IB.
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
m
｣

三
〇
八
-
三
〇

九
貢
)0

(
34
)

c
f.
W
.
S
.
V
augh
an.
M
em
orandum
for
C
h
ief.
E
S
S

(J
u
ly
〉
)94
8
,

RG
3:it.B
7
0
45
,
F

t.T!.
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q

侶｣
≡

1
0
頁
)o

(
35
)

cf,
E
S
S
Zn
dustry
D
ivi.sion.
S
taff
Stu
d
y
o
n
R
eo
rga･

n
iza
tio
n
o
f
E
l
e
c

tric

P
ow
er
In
d
u
s
try
(J
u
】y
2
)
.

)
9
4

8
,

R

G

3
3
).
B
6
97
9
,
F
6
.
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈲
｣
三

二

貢
)
o

(
36
)

電
力
政
策
研
究
全
編

『電
気
事
業
法
制
史
』

(
電
力
新
報
社
'

一
九
六
五
年
)
二
六
七
頁
参
照
｡

(
37
)

cf,
L
ette
r,
B
,
S
h
indo
to
E
,
H
.
Sc
heier
(A
ug
u
s
t
2
4
.

)
9
4
8
,

R

G

33
),
B
8
462
.

F
3
1
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
Ⅲ
｣
111
1

ヽ

ニ
ー
三

二
二
貢
)0

(
38
)

電
業
事
業
民
主
化
委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
は
'
前
掲

『電
気

事
業
民
主
化
委
員
会
議
事
録
』

二
二
二
-

二
二
七
頁
参
照
｡

(744) 10
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(
39
)

前
掲
拙
稿

｢商
工
省

物｣
1
六

〇
-

一
六

一
貫
参
照
｡

(

40

)

前
掲

『
電
気
事
業
再
編
成
史
』
三

1
四
頁
参
照
｡

四

一
九

四
九
年

一
月
-

同
年
九
月

一
九
四
九
年
に
な
る
と
'
電
気
事
業
再
編
成
に
対
す
る
G
H
Q
の
姿
勢

は
､
従
来
よ
り
積
極
化
し
た
｡
ま
ず
'
同
年
二
月

一
五
日
に
経
済
科
学
局

(41
)

工
業
課
が
再
編
成
に
関
す
る
ス
タ
ッ
フ
･
ス
タ
デ
ィ
を
ま
と
め
た
が
'
こ

の
報
告
書
の
最
大
の
特
徴
は
'
発
送
配
電

一
貫
経
営
の
地
域
別
電
力
会
社

を
北
海
道
､
東
北
'
関
東
､
関
西

(中
部
と
北
陸
も
含
む
)
'

中
国
'

四

国
､
九
州
に
七
社
設
立
す
る
と
い
う
'
七
ブ

ロ
ッ
ク
案
を
提
示
し
た
こ
と

に
あ

っ
た
｡

経
済
科
学
局
工
業
課
の

1
九
四
九
年

二

月

の

ス
タ
ッ
フ
･
ス
タ
デ

ィ

は
'
同
課
の

一
九
四
八
年
七
月
の
ス
タ
ッ
フ
･
ス
タ
デ
ィ
と
は
異
な
り
'

幅
広
い
調
査
検
討
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
り
t
よ
り
大
き
な
説
得
力
を
も

っ
て
い
た
｡

一
九
四
八
年
の
ス
タ
ッ
フ
･
ス
タ
デ
ィ
が
打
ち
出
し
た
五
ブ

ロ
ッ
ク
案
に
同
調
し
な
か

っ
た
経
済
科
学
局
反
ト
ラ
ス
ト

･
カ
ル
テ
ル
課

長
の
ウ

エ
ル
シ
ュ
も
'

一
九
四
九
年
の
ス
タ
ッ
フ
･
ス
タ
デ
ィ
が
提
唱
し

(
cqv2)

た
七
ブ

ロ
ッ
ク
案
に
つ
い
て
は
'
す
ぐ
に
支
持
の
意
を

表

明

し
た
｡

ま

た
'
経
済
科
学
局
工
業
課
の
七
ブ

ロ
ッ
ク
案
は
'
お
り
か
ら
活
動
中
の
集

(
43
)

中
排
除
審
査
委
員
会
に
も
､
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

｡

一
九
四
九
年

五
月

1
0
日
に
集
中
排
除
審
査
委
員
会
の
バ
ー
ガ
ー

(
E
.
J
,
13u
rg
e
r
)

(
叫
)

委
員
が
日
発
の
森
幕
五
郎
理
事
に
対
し
て
七
ブ

ロ
ッ
ク
案
を
内
示
し

た

の

も
'
こ
の
流
れ
に
沿
う
も
の
で
あ

っ
た
｡

バ
ー
ガ
ー
の
七
ブ

ロ
ッ
ク
案
内
示
は
'
当
時
'
問
題
の
暖
昧
化
に
よ
る

電
力
業
の
企
業
形
態
の
現
状
維
持
を
ね
ら

っ
て
い
た
日
本
側
関
係
者
に
'

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
｡
通
産
大
臣

(商
工
省
は

一
九
四
九
年
五
月
二
五

日
に
通
商
産
業
省
に
改
組
さ
れ
た
)
稲
垣
平
太
郎
は
､

マ
ー
カ
ッ
ト
経
済

(
45
)

科
学
局
長
に
あ
て
た

一
九
四
九
年
五
月
二
五
日
付
の
書

簡

で
電
気
事
業
再

編
成
の
延
期
を
要
請
し
た
が
､

G
H
Q
側
の
姿
勢
が
強
い
こ
と

を

知

る

(鵜
)

と
'
六
月
八
日
付
の
同
局
長
あ
て
の
書

簡

で
は
'
要
望
の
重
点
を
日
本
サ

イ
ド
で
再
編
成
の
具
体
案
を
作
成
す
る
こ
と
に
移
し
た
｡
当
時
t
G
H
Q

が
電
気
事
業
再
編
成
の
実
施
に
い
か
に
意
欲
的
に
な

っ
て
い
た
か
は
t
G

H
Q
/
s
C
A
P
文
書
中
の
い
-
つ
か
の
資
料
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で

(
47)

き
る

｡
稲
垣
通
産
大
臣
は
､

一
九
四
九
年
六
月
二
二
日
の
マ
ー
カ
ッ
ト
経
済
科

学
局
長
と
の
会
談
の
席
上
に
お
い
て
も
'
電
気
事
業
再
編
成
の
具
体
案
を

(胡
)

作
成
す
る
審
議
会
を
通
産
省
に
設
置
す
る
こ
と
を
希
望
し
た

｡

一
連
の
稲

垣
の
申
し
入
れ
に
対
し
て
G
H
Q
は
､
経
済
科
学
局
工
業
課
長
ヴ
ォ
-
ソ

(49
)

(
W

.

S
IV
aughan)名
の

1
九
四
九
年
七
月
九
日
付
の
覚

書

で
回
答
し

た
｡

こ
の
覚
書
は
'

｢
新
設
せ
ら
れ
る
べ
き
会
社
の
数
は
電
力
再
編
成
果

ll (745)



(
50
)

が
こ
れ
を
明
示
す
る
も
の
と
す
る

｣

と
し
て
い
た
が
'
こ
れ
を
受
け
取
っ

(51
)

た
通
産
省
は
'
｢
再
編
成
計
画
の
立
案
は
日
本
政
府
に
委
さ
れ
た
｣

と

判

断
し
た
｡

た
し
か
に
'

一
九
四
九
年
七
月
に
は
G
H
Q
の
内
部
で
､
電
気
事
業
再

編
成
の
具
体
案
作
成
に
日
本
サ
イ
ド
も
関
与
さ
せ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が

(
cq
.n
)

高
ま
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る

｡

し
か
し
'
通
産
省
が
判
断
し
た
よ
う
に
'

ヴ

ォ

ー

ン
の
覚
書
を
も

っ
て
G
H
Q
が
七
ブ
ロ
ッ
ク
案
を
た
な
上
げ
し
た

と
み
な
す
の
は
'
や
や
早
計
で
あ

っ
た
｡
と
言
う
の
は
'

一
九
四
九
年
八

月
ま
で
は
G
H
Q
内
部
で
'
七
ブ
ロ
ッ
ク
案
が
電
気
事
業
再
編
成
の
最
有

B楓
E

力
の
実
行
案
と
考
え
ら
れ
て
い
た

か

ら
で
あ
る
｡

た
だ
し
､
同
時
に
見
落
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
､

一
九
四
九
年
五
月

ご
ろ
か
ら
G
H
Q
の
な
か
で
'
七
ブ
ロ
ッ
ク
案
に
対
す
る
異
論
が
出
始
め

て
い
た
点
で
あ
る
｡
そ
れ
は
､
七
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
た
場
合
'
本
州
の

中
央
部
に
で
き
る
関
東
と
関
西

(
こ
の
関
西
に
は
'
中
部
と
北
陸

も

含

む
)
の
二
つ
の
電
力
会
社
の
規
模
は
大
き
す
ぎ
る
か
ら
'
そ
れ
ぞ
れ
を
さ

ら
に
二
分
割
し
て
､
結
果
的
に
は
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
を
実
現
し
ょ
う
と
い
う

(
弘
)

異
論
で
あ

っ
た

｡

な
お
'
こ
の
九
ブ
ロ
ッ
ク
案
は
'
関
東
を
二
分
割
す
る

点
'
お
よ
び
中
部
と
北
陸
を
含
む
関
西
を
三
分
割
せ
ず
二
分
割

す

る
点

で
'
電
気
事
業
再
編
成
の
最
終
実
行
案
と
な
っ
た
九
ブ
ロ
ッ
ク
案
と
は
'

内
容
を
異
に
し
て
い
た
｡

G
H
Q
内
部
で
七
ブ
ロ
ッ
ク
案
に
対
す
る
異
論
が
生
じ
た
こ
と
'
電
力

業
の
新
た
な
監
督
機
関
と
し
て
設
立
が
予
定
さ
れ
た
公
益
事
業
委
員
会
の

(55
)

権
限
に
つ
い
て
経
済
科
学
局
価
格
配
給
課
が
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
こ

と

な

ど
に
よ
っ
て
'

一
九
四
九
年
五
-
七
月
に
日
本
サ
イ
ド
が
懸
念
し
た
G
H

Q
に
よ
る
七
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
強
行
と
い
う
事
態
は
'
結
局
は
回
避
さ
れ

た
｡
そ
し
て
'
マ
ー
カ
ッ
ト
経
済
科
学
局
長
は
'

一
九
四
九
年
八
月

一
〇

日
の
稲
垣
通
産
大
臣
と
の
会
談
の
席
上
'
同
年
夏
に
来
日
し
た
経
済
科
学

局
生
産

･
企
業
理
事
の
ケ
ネ
デ
ィ

(T
.
0
.
K
en
n

edy)と
よ
-
相
談
す

る
こ
と
と
い
う
条
件
を
つ
け
な
が
ら
も
'
電
気
事
業
再
編
成
の
具
体
案
を

(
防
)

日
本
サ
イ
ド
が
作
成
す
る
こ
と
を
認
め
た

｡

つ
づ
い
て
G
H
Q
は
'

一
九

四
九
年
九
月
二
七
日
に
通
産
省
に
あ
て
て
'
①
電
力
局

(商
工
省
の
通
産

省
へ
の
改
組
に
と
も
な
い
'
電
力
局
は
'
通
産
省
の
外
局
の
資
源
庁
に
所

属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
)
の
廃
止
と
そ
れ
に
代
る
調
整
機
関
と
し
て
の
公

益
事
業
委
員
会
の
新
設
'
②
七
ブ

ロ
ッ
ク
化
な
い
し
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
の
実

(
57
)

行
t
な
ど
を
主
要
な
内
容
と
す
る
非
公
式
覚
書

を
発
し
た
｡
こ
の
う
ち
②

で
G
H
Q
が
電
力
業
の
企
業
形
態
改
変
に
つ
い
て
複
数
の
プ

ラ
ン
を
示
し

た
こ
と
は
､
事
実
上
'
具
体
的
な
プ

ラ
ン
作
成
を
日
本
サ
イ
ド
に
ゆ
だ
ね

る
こ
と
を
意
味
し
た
｡

以
上
の
よ
う
に
G
H
Q
は
､

1
九
四
九
年
九
月
ま
で
に
tt
電
気
事
業
再

編
成
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
企
業
形
態
の
改
変
に
つ
い
て
は
'
地
域
分
割
'

(746) 12



電気事業再編成における民営地域別九分割案の形成過程

民
営
'
発
送
配
電

一
貫
経
営
と
い
う
大
枠
を
提
示
し
な
が
ら
も
'
具
体
的

な
プ
ラ
ン
の
作
成
を
日
本
サ
イ
ド
に
ゆ
だ
ね
る
と
い
う
方
針
に
行
き
着
い

た
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
再
編
成
の
い
ま

一
つ
の
柱
で
あ
る
電
力
行
政
機
構

の
改
変
に
つ
い
て
は
､
G
H
Q
は
'
電
力
局
を
廃
止
し
て
代
り
に
独
立
性

の
強
い
公
益
事
業
委
員
会
を
新
設
す
る
と
い
う
自
ら
の
見
解
を
日
本
サ
イ

ド
に
お
し
つ
け
る
姿
勢
を
､

一
九
四
九
年
を
つ
う
じ
て

一
貫
し
て
堅
持
し

た
｡
電
気
事
業
再
編
成
の
二
つ
の
柱
に
対
す
る
G
H
Q
の
対
応
が
対
照
的

で
あ

っ
た
こ
と
は
'
大
い
に
注
目
に
値
す
る
｡

注(
41
)

E
S
S
Ind
u
s
try
D
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S
taff
S
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R
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J
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a
cA
rth
u
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8
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G
H
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価
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二
〇
三
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二
〇
四
貢
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(
48
)

通
産
省
大
臣
官
房
渉
外
課

｢渉
外
週
報
第
四
号
｣

(
1
九
四
九

年
六
月
二
二
日
'

産
業
政
策
史
研
究
所
編

『渉
外
週
報
』
'

一
九
七

五
年
､
二
頁
｡
前
掲
拙
稿
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工
省
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一
g
l六
頁
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参
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｡
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49
)

W
.
S
.
V
augh
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.
M
em
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d
u
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M
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of
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a
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n
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T
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e
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d
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掲
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〇
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貢
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(
50
)

前
掲

『
電
気
事
業
再
編
成
史
』
三
三
四
頁
｡
な
お
､
引
用
に
際

し
て
'
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た

(
こ
の
点
は
'
以
下
同
様
)｡.

(
51
)

前
掲

『電
気
事
業
再
編
成
史
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四
貢
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G
H
Q
㈲
｣
二

二
二
-
二

l
四
貢
)
｡

五

一
九
四
九
年

一
〇
月
-

一
九
五

〇
年
三
月

本
章
で
検
討
す
る

1
九
四
九
年

1
0
月
か
ら

1
九
五
〇
年
三
月
に
か
け

て
の
半
年
間
は
､
民
営
地
域
別
九
分
割
と
い
う
電
気
事
業
再
編
成
の
最
終

実
行
案
が
成
立
し
た
時
期
で
あ
り
'
企
業
形
態
改
変
面
で
の
再
編
成
の
主

役
は
誰
か
を
確
定
す
る
う
え
で
最
も
重
要
な
時
期
と
言
え
る
｡

G
H
Q
が
電
気
事
業
再
編
成
の
具
体
案
作
成
を
日
本
サ
イ
ド
に
ゆ
だ
ね

る
方
針
を
決
め
た
こ
と
を
受
け
て
､

1
九
四
九
年

1
0
月
四
日
に
経
済
科

学
局
公
益
事
業

･
燃
料
課
長
の

ロ
ー

ム

ス

(G
.
R
.
R
oam
es)
が
t

M
拙
E

｢
公
共
事
業
委
員
会
設
置
案

｣

と
と
も
に

｢電
力
事
業
再
編
成
勧
告
委
員

へ
59
)

会
案

｣

を
通
産
省
に
手
渡
し
た
｡
こ
の

｢勧
告
委
員
会
案
｣
は
'
電
気
事

業
再
編
成
の
具
体
案
を
作
成
す
る
日
本
サ
イ
ド
の
審
議
会
を
設
置
す
る
こ

と
は
認
め
る
が
'
そ
れ
を
通
産
省
の
諮
問
機
関
と
す
る
こ
と
は
認
め
な
い

と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
｡
こ
れ
に
対
し
て
'
具
体
案
作
成
に
携
わ
る
審
議

会
を
自
ら
の
諮
問
機
関
と
す
る
こ
と
に
執
着
し
て
い
た
通
産
省
は
'
精
力

的
に
巻
き
返
し
を
図

っ
た
｡
そ
し
て
,

l
九
四
九
竺

〇
月
二
六

Le,)
1

(
61
)

(
蛇
)

一
月
二
目

'

一
一
月
九
日

の

稲
垣

･
マ
ー
カ
ッ
ト
会
談
を
つ
う
じ
て
､
審

議
会
を
通
産
省
の
諮
問
機
関
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
｡

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
'
通
産
大
臣
の
諮
問
を
受
け
'
電
気
事
業

再
編
成
の
具
体
案
作
成
を
任
務
と
す
る
電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
が
'

一

九
四
九
年

一
一
月
二
四
日
に
発
足
し
た
｡
審
議
会
発
足
に
あ
た
っ
て
注
目

す
べ
き
点
は
'
吉
田
茂
首
相
や
稲
垣
通
産
大
臣
が
率
先
し
て
'
会
長
に
松

(63
)

永
安
左
ヱ
門
を
す
え
る
た
め
に
動
い
た

こ
と
で
あ
る
｡
電
気
事
業
再
編
成

審
議
会
の
会
長
に
就
任
し
た
松
永
は
'
戦
前
の
五
大
電
力
の

一
角
を
占
め

(748) 14
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た
東
邦
電
力
の
社
長
を
つ
と
め
た
人
物
で
あ
り
'
電
力
国
家
管
理
に
最
後

ま
で
抵
抗
し
た
徹
底
的
な
電
力
民
営
論
者
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
｡
ま

た
'
松
永
は
す
で
に

1
九
二
八
年

の
時
点

で
体
系
的
な

｢
電
力
統
制
私

見
｣

を
発
表
し
て
い
た
が
､

そ
の
内
容
は
'

別
の
機
会
に
論
じ
た
よ
う

に
'
二
三
年
後
の
電
気
事
業
再
編
成
に
お
い
て
最
終
実
行
案
と
な

っ
た
民

(朗
)

営
地
域
別
九
分
割
案
と
は
ぼ
同

一
で
あ

っ
た

｡

し
た
が

っ
て
'
松
永
を
電

気
事
業
再
編
成
審
議
会
の
会
長
に
起
用
す
れ
ば
'
民
営
地
域
別
九
社
に
よ

る
発
送
配
電

一
貫
経
営
と
い
う
九
ブ

ロ
ッ
ク
案
を
持
ち
出
す
で
あ
ろ
う
こ

と
は
予
測
で
き
た
わ
け
で
あ
り
'

一
九
四
九
年

一
一
月
の
時
点
で
吉
田
首

相
と
稲
垣
通
産
大
臣
は
､

｢
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
や
む
な
し
｣
.
と
い
う
判
断
に

あ
る
程
度
傾
い
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
JJ.う
.

一
九
四
九
年

一
一
月
二
四
日
に
発
足
し
た
電
気
事
業
再
編
成
審
議
会

は
'

一
九
五

〇
年

一
月
三

一
日
ま
で
に

一
七
回
の
本
会
議
を
開
-
と
と
も

(
65
)

に
'
都
合
七
回
に
わ
た

っ
て
G
H
Q
と
の
会
談
を
も

っ
た

｡

そ
の
際
t.
G

H
Q
を
代
表
し
て
会
談
に
参
加
し
た
の
は
､
ケ
ネ
デ
ィ
'

ロ
ー
ム
ス
､
お

よ
び

ロ
ー
ム
ス
の
部
下
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
あ

っ
た
｡

電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
で
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
た
の
は
会
長
の
(
i
)

松
永
で
あ
り
'
松
永
は
､
着
々
と
九
ブ

ロ
ッ
ク
案
作
成
の
準
備
を
進
め

る

(67
)

と
と
も
に
､

会
長

｢
就
任
当
初
か
ら
努
め
て
総
司
令
部
に
出
頭
し

｣
'
ケ

ネ
デ
ィ
や

ロ
ー
ム
ス
ら
の
G
H
Q
側
担
当
者
を
説
得
す
る
こ
と
に
全
力
を

あ
げ
た
O
も
と
も
と
､
発
送
配
電

一
貫
経
営
の
地
域
分
割
や
民
営
を
念
頭

に
お
-
ケ
ネ
デ

ィ
や

ロ
ー
ム
ス
の
考
え
方
と
松
永
の
九
ブ

ロ
ッ
ク
案
と
の

あ
い
だ
に
は
決
定
的
な
違
い
は
な
-
､
松
永
の
回
想
に
よ
れ

ば
'
｢
ロ
ー

(鍋
)

ム
ス
氏
は
大
体
私
の
意
見
に
賛
成
的

｣

と

な

り
'
｢
ケ
ネ
デ

ィ
氏
も
私
の

(

69
)

説
に
賛
成
し
て
-

れ
｣
る
と
い
う
状
況
が
う
ま
れ
た
o
現
に

ロ
ー

ム

ス

は
･

1
九
五

〇
年

貢

三

日
の
時
点
で
･
松
永
案
を
高
く
評
価
し

ei
3
0

ま
た
'

マ
ー
カ
ッ
ト
経
済
科
学
局
長
は
'
一
九
四
九
年

一
二
月
二

一
日
に
'

当
面
'
電
力
業
関
連
の
官
僚
や
電
力
会
社
の
役
員
の
人
事
異
動
を
行
な
う

(
71
)

べ
き
で
な
い
と
い
う
'
や
や
奇
妙
な
内
容
の
覚
書

を

稲
垣
通
産
大
臣
に
あ

て
て
発
し
た
が
'
こ
れ
は
､
日
本
サ
イ
ド
の
反
松
永
勢
力
の
動
き
を
封
じ

へ72
)

込
め
る
た
め
の
も
の
で
あ

っ
た
｡

し
か
し
'
電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
で
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
て
い

(73
)

た

松

永

は
'

一
九
五

〇
年

一
月
九
日
ご
ろ

か
ら
二
つ
の
面
で
困
難
に
遭
遇

す
る
よ
う
に
な

っ
た
｡

一
つ
は
'
審
議
会
の
内
部
で
'
松
永
の
九
ブ

ロ
ッ

ク
案
に
対
す
る
有
力
な
対
案
と
し
て
三
鬼
隆
委
員
が
提
唱
し
た
融
通
会
社

案
が
台
頭
し
､
や
が
て
は
､
松
永
会
長
以
外
の
委
員
四
名
全
員
が
三
鬼
案

を
支
持
す
る
よ
う
に
な

っ
た

こ
と

で
あ

る
｡

こ
の
≡
鬼
の
融
通
会
社
寮

は
'
松
永
案
の
九
社
の
ほ
か
に
日
発
の
発
電
能
力
の
四
二
%
を
継
東
す
る

電
力
融
通
会
社
を
別
立
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
､
事
実
上
の
日
発
存
続

(74
)

案
と
言
え
る
も
の
で
あ

っ
た

｡

そ
し
て
'
松
永
に
と

っ
て
の
い
ま

一
つ
の

15.(749)



困
難
は
t
G
H
Q
が
突
然

1
0
分
割
案
を
持
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
る
〇

一
九
五
〇
年

一
月

一
九
日
の
電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
委
員
と
G
H
Q

代
表
と
の
会
談
の
席
上
'
ケ
ネ
デ
ィ
は
､
突
如
と
し
て

1
0
分
割
案
を
提

(
75
)

案
し
た

｡

こ
の
一
〇
分
割
案
は
'
①
九
ブ
ロ
ッ
ク
以
外
に
信
越
地
区
に
も

電
力
会
社
を
新
設
す
る
､
②
地
域
分
割
に
あ
た
っ
て
は
'
松
永
が
主
張
し

て
い
る
い
わ
ゆ
る

｢凧
揚
げ
地
帯
｣
方
式

(大
消
費
地
を
か
か
え
る
電
力

会
社
に
は
給
電
地
域
以
外
に
も
電
源
保
有
を
認
め
る
方
式
)
を
排
し
て
'

属
地
主
義

(給
電
地
域
と
電
源
地
域
を

一
致
さ
せ
る
方
式
)
を
採
用
す

る
t
と
い
う
二
点
で
松
永
と
異
な

っ
て
い
た
｡

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
'
松
永
に
よ
る
ケ
ネ
デ
ィ
や
ロ
ー
ム
ス
の
説

得
が
あ
る
程
度
成
果
を
あ
げ
て
い
た
の
に
､
な
ぜ
t
G
H
Q
は
､
突
然

一

〇
分
割
案
を
持
ち
出
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
｡
い
ま
の
と
こ
ろ
'
こ

の
疑
問
を
解
明
す
る
デ
ー
タ
は
t
G
H
Q
/
S
C
A
P
文
書
の
な
か
に
は

見
当
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
当
事
者
の
一
人
で
あ

っ
た
松
永
は
'
後
年
の
回

(
76
)

想
記
の
な
か
で

一
〇
分
割
案
に
つ
い
て
'
｢経
済
科
学
局
電
気
ガ
ス
課

員

(
77
)

エ
ヤ
ー
ス
大
佐
の
案
ら
し

｣

い
と
指
摘
し
'
ケ
ネ
テ

ィ
や
ロ
ー
ム
ス
は
ユ

(
78
)

ヤ
ー
ス
の
考
え
に
必
ず
し
も
賛
成
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る

｡

G
H

Q
/
S
C
A
P
文
書
の
な
か
に
一
〇
分
割
案
提
案
に
い
た
る
経
過
や
エ
ヤ

ー
ス
に
関
す
る
記
述
が
見
当
ら
な
い
点
か
ら
み
て
も
'
い
か
に
も
急
ご
し

ら
え
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

一
〇
分
割
案
が

一
時
的
に
せ
よ
G
H
Q
内
部
で

認
知
さ
れ
た
の
は
'

松
永
が
言
う
よ
う
に
'

｢
エ
ヤ
ー
ス
は
職
業
軍
人
で

あ
る
が
'
元
は
米
国
の
中
小
電
気
会
社
の
技
師
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
'
職
業
軍
人
に
転
じ
た
も
の
の
そ
れ
な
り
に
電
業
事
業
に
つ
い
て
は

一

(
79
)

個
の
考
え
方
を
持

っ
て
い

｣

た
t
と
い
う
事
情
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な

ヽ
0
し

電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
は
'

一
九
五
〇
年

一
月
三
〇
日
付
の
マ
ー
カ

(
如

)

(
8

1)

ッ
ト
の
非
公
式
覚
書

に
促
さ
れ
た
形
で
'
二
日
後
の
二
月

一
日
に
答
申

を

ま
と
め
た
｡
同
審
議
会
は
'
本
答
申
と
し
て
多
数
意
見
の
融
通
会
社
案
を

採
用
し
'
参
考
資
料
と
し
て
松
永
の
九
ブ

ロ
ッ
ク
案
を
添
付
す
る
と
と
も

に
､
答
申
書
中
に
G
H
Q
の
一
〇
分
割
案
に
反
対
す
る
こ
と
を
明
記
し

た
｡一
〇
分
割
案

へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
た
G
H
Q
は
'

一
九
五
〇
年
二
月

1
1
日
付
の
マ
ー
カ
ッ
ト
経
済
科
学
局
長
の
覚
書
で
電
気
事
業
再
編
成
審

議
会
の
本
答
申
に
盛
り
込
ま
れ
た
融
通
会
社
案
を
強
く
否
定
し
た
だ
け
で

(
紀
)

は
な
く
'
参
考
資
料
と
し
て
添
付
さ
れ
た
松
永
案
に
も
批
判
を
加
え

た

｡

G
H
Q
の
こ
の
姿
勢
は
,

完

五
〇
年
二
月
い
っ
ぱ
い
変
ら
な
か
蓮

･

一
方
'

マ
ー
カ
ッ
ト
の
覚
書
で
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
通
産
省
は
t
G
H

Q
の
拒
否
反
応
が
強
い
融
通
会
社
案
を
採
用
す
る
こ
と
を
断
念
L
t
G
H

Q
の
批
判
の
度
合
が
小
さ
い
松
永
案
を
前
面
に
立
て
て
局
面
の
打
開
を
図

る
こ
と
に
し
た
｡
そ
し
て
'
同
年
二
月

一
四
日
の
省
内
の
首
脳
会
議
で
､

(750) 16
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｢
原
則
的
に
再
編
成
に
つ
い
て
は
､
答
申
に
参
考
意
見
と
し
て
附
記
せ
ら

れ
て
い
た
松
永
九
ブ

ロ
ッ
ク
案
を
採
用
し
'
電
力
行
政
機
構
に
つ
い
て
は

へ
朗
)

答
申
案
を
骨
子
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

｣

た
通
産
省
は
'
①
企
業
形
態
の

改
変
に
つ
い
て
は
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
を
実
現
す
る
､
②
そ
の
際
､
分
割
方
式

と
し
て
ほ

｢
凧
揚
げ
地
帯
｣
方
式
を
採
用
す
る
t
と
い
う
松
永
案
を
継
承

し
た
二
点
に
､
③
電
気
料
金
の
地
域
差
調
整
の
た
め
に
特
別
措
置
を
講
ず

る
'
④
電
力
行
政
機
構
に
つ
い
て
は
現
状
を
維
持
す
る
と
と
も
に
通
産
大

臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
公
益
事
業
審
議
会
を
設
置
す
る
t
と
い
う
二
点
を

加
え
た
合
計
四
点
を
要
望
事
項
と
し
て
'

二
月
二
三
日
か

ら
G
H
Q
と
の

(鈷)

本
格
的
な
折
衝
に
は
い
っ
た
｡

折
衝
は
難
航
し
た
が
'
そ
れ
で
も

G
H
Q
は
'

一
九
五

〇
年
三
月

一
〇

日
に
'
通
産
省
の
四
点
の
要
望
の
う
ち
①

･
②

･
③
を
受
け
入
れ
た
｡
た

だ
し
'
残
る
④
の
要
望
に
つ
い
て
は
､

G
H
Q
は
'
断
固
と
し
て
こ
れ
を

(
i

)

拒
否
し
た

｡

資
源
庁
電
力
局
を
廃
止
L
t
独
立
性
の
強̀
い
電
力
行
政
機
関

+
)し
て
公
益
事
業
委
員
会
を
創
設
す
る
と
い
う
G
H
Q
の
意
向
は
七

一
九

四
九
年

一
〇
月

-
一
九
五

〇
年
三
月
の
時
期
に
お
い
て
も
揺
る
ぐ
こ
と
は

な
か

っ
た
｡
結
局
､
電
力
行
政
機
構
の
改
変
に
関
し
て
は
'

一
九
五

〇
年

三
月
二
九
日
に
通
産
省
が
④
の
点
を
断
念
L
t
資
源
庁
電
力
局
の
廃
止
と

公
益
事
業
委
員
会
の
創
設
を
め
ざ
す
こ
と
が
決
ま

っ
た
｡

こ
う
し
て
'

一
九
五

〇
年
三
月
末
に
は
'
企
業
形
憩
に
つ
い
て
は

｢
凧

揚
げ
地
帯
｣
方
式
に
よ
る
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
'

つ
ま
り
地
域
別
民
営
九
社
に

よ
る
発
送
配
電

一
貫
経
営

へ
の
移
行
を
追
求
し
'
行
政
機
構
に
つ
い
て
は

資
源
庁
電
力
局
の
廃
止
と
公
益
事
業
委
員
会
の
創
設
を
め
ざ
す
と
い
う
'

電
気
事
業
再
編
成
の
最
終
実
行
案
の
内
容
が
固
ま

っ
た
.｡

こ
の
実
行
案

は
'
企
業
形
態
に
関
し
て
は
松
永
安
左

ヱ
門
の
見
解
を
'
行
政
横
棒
に
関

し
て
は
G
H
Q
の
意
向
を
'
そ
れ
ぞ
れ
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ

っ
た
｡

と
こ
ろ
で
'
こ
こ
ま
で
の
経
緯
を
念
頭
に
お
く
と
'
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
が
二
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
第

一
は
'
な
ぜ
通
産
省
は

(
87
)

省
全
体
と
し
て
は
密
接
な
間
柄
で
は
な
か
っ
た
松
永

が

提
唱
し
た
プ
ラ
ン

を
採
用
し
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
'
第
二
は
､
な
ぜ

G
H
Q
は
い
っ
た

ん
批
判
し
た
松
永
案
を
受
け
入
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
｡

こ
の
二
つ
の
問
題
に
対
す
る
共
通
の
解
答
は
'
通
産
省
と
G
H
Q
の
双

方
が
当
時

一
応
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
み
な
し
て
い
た
第
七
国
会
の
会
期

末
が
近
づ
く
と
い
う
状
況
の
も
と
で
'
と
も
か
く
も
両
者
が
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
具
体
的
な
プ
ラ
ン
は
松
永
案
を
お
い
て
ほ
か
に
は
な
か

っ

た
t
と
い
う
事
情
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
を
骨
子

と
す
る
松
永
案
は
､
通
産
省
の
前
身
の
商
工
省
が

一
九
四
八
年
三
上
五
月

に
経
済
安
定
本
部
と
電
力
業
の
企
業
形
態
変
更
に
関
す
る
合
同
研
究
会
議

(
舶

)

を
行
な

っ
た
際
､
三
つ
の
推
奨
案
の
う
ち
の

一
つ
と
し
.て
掲
げ
た
B

案

に

(
89
)

あ
い
つ
う
ず
る
内
容
を
も

っ
て
い
た

｡

ま
た
'
い
く
つ
か
の
資
料
が
示
す

17 (751)



よ
う
に
t
G
H
Q
の
内
部
に
は
､

一
〇
分
割
案
の
提
示
後
も
松
永
案
を
評

(
鮒
)

価
す
る
憤
向
が
根
強
く
残
っ
て
い
た

｡

こ
の
点
に
関
連
し
て
､
松
永
自
身

も
t

の

ち
に
当
時

を
ふ

り
か

え

っ
て
'
｢

実
は
総
司
令
部
は
必
ず
私
の
案

(91
)

に
賛
成

す
る
と
の

確信
を
持

っ

て
い
た
｣

と
述
べ
て
い
る
｡

注(
58
)

｢公
共
事
業
委
員
会
設
置
案
｣
(
一
九
四
九
年

一
〇
月

一
四
日
'

前
掲

『電
気
事
業
再
編
成
史
』
三
三
八
-
三
三
九
貢
｡

前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
二
九
五
)｡

(
59)
｢
電
力
事
業
再
編
成
勧
告
委
員
会
案
｣
(
一
九
四
九
年

一
〇
月

一

四
日
'
前
掲

『電
気
事
業
再
編
成
史
』
三
三
七
-
三
三
八
頁
｡
前
掲

拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
二
八
貢
)0

(餌)
通
産
省
大
臣
官
房
渉
外
課

｢渉
外
週
報
第
二
二
号
｣

(
1
九
四

九
年

一
〇
月
二
六
日
､

前
掲

『渉
外
週
報
』

三
八
頁
｡

前
掲
拙
稿

｢商
工
省

糾｣
一
四
六
頁
)
参
照
｡

(
61
)

通
産
省
大
臣
官
房
渉
外
課

｢渉
外
週
報
第
二
三
号
｣

(
一
九
四

九
年

一
一
月
二
日
'
前
掲

『渉
外
週
報
』
四
八
頁
｡
前
掲
拙
稿

｢
G

H
Q
㈱
｣
二
三
〇
頁
)
参
照
｡

(
62
)

通
産
省
大
臣
官
房
渉
外
課

｢渉
外
週
報
第
二
四
号
｣

(
l
九
悶

九
年

一
一
月
九
日
'
前
掲

『渉
外
週
報
』
六
〇
-
六

一
'
六
四
貢
'

前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
畑
｣
二
三
〇
貢
)
参
照
｡

(
63
)

大
谷
健

『興
亡
-

電
力

民
営

･
分
割
の
葛
藤
』
'

白
桃
書

房
､

一
九
八
四
年
)

一
三
八
-

一
三
九
貢
参
照
｡

(
64
)

拙
稿

｢電
力
競
制
と
五
大
電
力
鹿
営
老
｣
(『
潅
営
史
学
』
第

一

九
巻
第
三
号
'

一
九
八
四
年
)
九
-

一
〇
貢
参
照
｡

(
65
)

前
掲

『
電
気
事
業
再
編
成
史
』
三
四
〇
-
五
二
四
五
参
照
｡

(
66
)

こ
の
時
､
九
ブ
ロ
ッ
ク
案
作
成
の
準
備
を
進
め
る
松
永
を
助
け

た
の
が
'
当
時
'
再
編
成
推
進
の

｢
三
羽
烏
｣
と
称
さ
れ
た
関
東
配

電
の
木
川
田

一
隆
､
関
西
配
電
の
芦
原
義
重
'
中
部
配
電
の
横
山
通

夫
の
三
人
で
あ
っ
た

(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
小
島
直
記

『松
永
安

左
ヱ
門
の
生
涯
』
'
｢松
永
安
左
ヱ
門
伝
｣
刊
行
会
'

一
九
八
〇
年
'

八
九
六
'
九
五

一
貫
参
照
)｡
木
川
田
'
芦
原
'

横
山
は
t

の
ち
に

そ
れ
ぞ
れ
東
京
電
力
'
関
西
電
力
､
中
部
電
力
の
社
長
と
な
り
､
高

度
経
済
成
長
期
の
日
本
の
電
力
業
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し

た
｡

(
67

)

松
永
安
左
ヱ
門

『電
力
再
編
成
の
憶
い
出
』

(電
力
新
報
社
'

一
九
七
六
年
)
二
九
頁
｡

(
68

)

松
重

刑
掲

『電
力
再
編
成
の
憶
い
出
』
三
〇
頁
｡

(69)
松
､整
別
掲

『電
力
再
編
成
の
憶
い
出
』
三

一
貫
｡

(
70

)

cf.
G
.
氏
.
R
oam
es-
D
raft
of
M
em
o
fo
r
R
ec
ord
(
J
an
･

Jary
12･
1950･R
G

331,
B

8

392･
F
4
･
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q

㈱｣
二
三
ニ
ー
二
三
五
貢
)0

(
a
)

W
.
F
.
M
arq
uat.
M
em
oran
du
m
for
th
e
M
in
ister
o
f

lnternation
a
l
T

rade
and
In
d
u
stry
(D
ecem
ber
2).
)949.

RG33),
B
7
446
.
F
2
7
.
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
三

一
貫
)
a

(

72

)

cf.
op
.

cit
.
.

R

oam
es,
D
raft
of
M
em
o
for
R
eco
rd

(J
an
u
a
ry
12.
)950
).

(
73
)

前
掲

『電
気
事
業
再
編
成
史
』
四

一
〇
貢
参
昭
州.
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電気事業再編成における民営地域別九分割案の形成過程

(
74
)

大
谷
前
掲

『興
亡
-

電
力

民
営

･
分
割
の
葛
藤
』

一
四
八

貢
参
照
｡
日
本
製
鉄
社
長
の
三
鬼
隆
が
事
実
上
の
日
発
存
続
案
で
あ

る
融
通
会
社
案
を
提
唱
し
た
の
は
'
日
発
を
中
心
と
す
る
国
家
管
理

体
制
下
で
の
電
気
料
金
の
政
策
的
低
位
に
よ

っ
て
利
益
を
得
て
い

た
'
鉄
鋼
会
社
等
の
電
力

ユ
ー
ザ
ー
の
立
場
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
｡

(
75
)
･c
f,
P
rin
cip
les
for
E
stabtish
m
en
t
of
N
ation
a
t
U
tili･

ties
C
om
m
iss
i
on
an
d
R
eo
rg
an
ization
o
f
E

lectric
P
ow
er

tn
d
u
stry
(J
an
u
a
ry
19.
)95
0
,
R
G

33).
B

744
6

.

F

2
7
.
前

掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
三
六
-
二
三
七
頁
)0

(
76
)

正
確
に
は
'
公
益
事
業

･
燃
料
課
｡

(
77
)

松
永
前
掲

『電
力
再
編
成
の
偉
い
出
』
二
五
貢
｡

(
78
)

松
永
前
掲

『電
力
再
編
成
の
憶
い
乱
』
二
九
1
三

1
頁
参
照
O

(
79
)

松
永
前
掲

『電
力
再
編
成
の
偉
い
出
』
二
七
貢
｡

(
80
)

｢非
公
式
覚
書
｣
二

九
五
〇
年

一
月
三
〇
日
､
前
掲

『電
気
事

業
再
編
成
史
』
五
三

一
1
五
三
二
頁
｡
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二

三
八
貢
)0

(
81
)

電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て
は
'
前
掲

『電
気

事
業
再
編
成
史
』
E
II二
五
-
五
二
四
頁
参
照
o

(82
)

c
f,
W
.
F
I
M
arquat.
M
em
oran
d
u
m

fo
r
H
.
t
nagak
i

(F
e
bruary
L1.
)
950.
R
G

33)
.
B

6979
.
F
6
.

前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
四
二
頁
)｡
ま
た
'
通
産
省
大
臣
官
房
渉
外
課
｢渉

外
週
報
第
三
七
号
｣
(
一
九
五
〇
年
二
月

一
五
日
'

前
掲

『渉
外
週

報
』

一
七
八
､

一
八
〇
頁
｡
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
四
三
頁
)

も
参
照
｡

(
83
)

c
f.
G
.
R
.
R
oam
esv
M
em
oran
d
u
m

f
or
W
.
F
.
M
arl

q
u
a
t
(F
e
br

uary
7.
)950.
R
G

33)
.
B
7
4
46
.
F

2
7
,
前
掲
拙

稿

｢
G
H
Q
㈱
｣

二
三
九
-
二
四

1
頁
)
一
a
n
d
E

S
S
U
titities

and
F

uels
D
ivisi
on.
D
raft
ofM
em
oran
d
u
m

for

Jap
a
･

n
ese
G
o
v

e
r
n
m
en
t
(F
e
b
ruary
25
.)
9

50
.
R
G

3317
B
69
7
9
.

F
6
.
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
四
四
-
二
四
五
頁
).

(84
)

前
掲

『電
気
事
業
再
編
成
史
』
五
三
四
貢
｡

(
85
)

前
掲

『電
気
事
業
再
編
成
史
』
五
三
六
-
五
三
八
頁
参
照
｡

(
86

)

c
f.
T
.
0
.
K
en
n
edy
.
M

e
m
o
ran
d
u
m

fo
r
C

hief,E
S
S

(M
arc
h
10,
)950.
R
G
33)
.
B
7
365
.
F
6
.
前
掲
拙
稿

｢
G

H
Q
㈲
｣
二
四
六
-
二
四
八
貢
).
an
d
Zn
fo
rm
al
M
em
oran
d
u

m
,

W
.
F
.
M
arqu
a
t
to
M
IT
t
(M
a
rc
h
10.
1950,
R
G
33),

B

7365.F
6
.
和
訳
文
は
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
四
九
貢
)
0

ま
た
､
ケ
ネ
デ
ィ

｢
公
益
事
業
法
案
｣
(
一
九
五
〇
年
三
月

一
八
日
'

前
掲

『電
気
事
業
再
編
成
史
』
五
四

一
-
五
四
三
頁
｡
前
掲
拙
稿

｢
G
H
Q
㈱
｣
二
五
〇
-
二
五

一
貫
)
も
参
照
.

(
87
)

例
え
ば
'
電
気
事
業
再
編
成
審
議
会
に
お
い
て
､
松
永
は
'
資

源
庁
電
力
局
電
政
課
長
小
室
恒
夫
と
激
し
く
対
立
し
た
｡
こ
の
点
に

つ
い
て
は
､
松
永
前
掲

『電
力
再
編
成
の
憶
い
出
』
三

一
頁
参
照
｡

(
88
)

三
つ
の
推
奨
案
の
う
ち
A
案
は
全
国

一
社
案
t
B
案
は
七
な
い

し
九
ブ
ロ
ッ
ク
案
t

c
案
は
現
状
維
持
を
骨
子
と
す
る
案
で
あ

っ

た
｡

(

89

)

経
済
安
定
本
部
動
力
局
｢
電
業
事
業
企
業
形
態
研
究
報
告
要
旨
｣
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(
1
九
四
九
年
六
月

1
四
日
'

経
済
企
画
庁
所
蔵
資
料
O

前
掲
拙
稿

｢商
工
省

㈱｣
一
八
九

-
一
九
二
頁
)
参
照
｡

(90)
c
f.
op
.
c
it
"
R
oam
es､
M
em
orandum

for
M

arqu
a
t

(
Febr
uary
7.
)950).
ま
た

'
前
掲

｢
渉
外
週
報
第

三
七
号
｣

(
一
九
五

〇
年
二
月

一
五
日
)
も
参
照
｡

(
91
)

松
永
前
掲

『
電
力
再
編
成
の
憶
い
出
』
三
四
-
三
五
頁
｡

六

一
九
五
〇
年
四
月
-
同
年

一
一
月

一
九
五

〇
年
三
月
末
に
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
と
公
益
事
業
委
員
会
の
創
設
と

い
う
内
容
が
固
ま

っ
た
電
気
事
業
再
編
成
の
最
終
実
行
案
は
'
実
施
に
い

た
る
ま
で
に
貯
余
曲
折
を
経
た
｡

実
行
案
の
実
施
を
困
難
に
し
た

一
つ
の
要
因
は
'

一
九
五
〇
年
四
月
の

時
点
で
G
H
Q
内
部
の
経
済
科
学
局
価
格
配
給
課
や
民
間
運
輸
局
が
'
実

(
92
)

行
案
に
つ
い
て
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
た
こ
と
で
あ

っ
た

｡

た
だ
し
'
こ
の
意

(
93
)

見
対
立
に
つ
い
て
は
､
G
H
Q
の
な
か
で
調
整
が
進
め
ら
れ

､

次
の
要
田

に
比
べ
れ
ば
'
電
気
事
業
再
編
成
の
実
施
を
阻
害
す
る
材
料
と
し
て
'
大

き
な
意
味
を
も
た
な
か

っ
た
｡

実
行
案
の
実
施
を
困
難
に
し
た
い
ま

一
つ
の
'
そ

し
て
最
大

の
要
因

た 6T4は
0 _ヽ.′ヽ

日
本
サ
イ
ド
の
松
永
案

に
反
対
す
る
勢
力
の
猛
烈
な
抵
抗
で
あ

っ

実
行
案
を
具
体
化
し
て
吉
田
内
閣
が
第
七
国
会
に
提
出
し
た
電
気
事

業
再
編
成
法
案
と
公
益
事
業
法
案
の
審
議
は
難
航
L
t

つ
い
に
一
九
五

〇

(
95

)

年
五
月
二
日
に
'
両
法
案
の
廃
案
が
確
定
し
た

｡

第
七
国
会
で
の
電
気
事
業
再
編
成
関
連
二
法
案
の
不
成
立
に
焦
燥
感
を

強
め
た
G
H
Q
は
'
実
行
案
に
も
と
づ
-
再
編
成
の
必
要
性
を
再
確
認
し

(
鉱

)

つ
つ

､

①
見
返
り
資
金
の
電
力
業
向
け
融
資
を
停
止
し
､
日
本
サ
イ
ド
に

再
編
成
促
進
の
圧
力
を
か
け
る
'
②
強
権
を
発
動
し
て
'
ポ
ツ
ダ
ム
政
令

の
形
を
と

っ
て
再
編
成
を
強
行
す
る
､
な
ど
の
手
段
を
検
討
す
る
よ
う
に

(
97
)

な

っ
た

｡

そ
し
て
'
経
済
科
学
局
財
政
課
か
ら
若
干
の
異
論
が
出
た
も
の

(
98)

(
9

9)

の
'

①
の
見
返
り
資
金
の
停
止
を
実
行
に
移
し
た

｡

し
か
し
､
吉
田
内
閣
と
与
党
自
由
党
と
の
意
見
調
整
が
手
間
ど
り
､

一

九
五

〇
年
七
月

一
二
日
に
開
会
し
た
第
八
臨
時
国
会

へ
の
電
気
事
業
再
編

成
関
連
法
案
の
提
出
が
不
可
能
に
な
る
な
ど
し
た
た
め
'
再
編
成
問
題
の

決
着
は
'
同
年
秋
以
降
に
も
つ
れ
こ
ん
だ
｡
こ
れ
に
対
し
て
G
H
Q
は
'

(
M
)

一
九
五

〇
年
九
月
の
時
点
で
②
の
手
段
の
実
行
を
検
討
し
た

が
'
第
九
国

会
で
の
電
気
事
業
再
編
成
関
連
法
案
の
成
立
を
め
ざ
す
吉
田
内
閣
の
最
後

の
努
力
に
期
待
し
て
'
し
ば
ら
く

の
あ
い

だ
'
ポ

ッ
.ダ

ム
政
令
に

よ
る
再

(i-1
)

編
成
強
行
を
み
あ
わ
す

こ
と
に
し
た
｡

最
終
期
限
と
目
さ
れ
た
第
九
国
会
開
会
日
の

1
九
五
〇
年

1
1
月
二

1

日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
'
関
係
者
の
あ
い
だ
に
緊
張
が
高
ま
り
'
同
年

一

〇
月
に
は
連
合
国
最
高
司
令
官

マ
ッ
カ
ー
サ
ー

(D
.
M

acA
rt
h
u
r)
と

内
閣
総
理
大
臣
吉
田
茂
の
あ
い
だ
で
'
電
気
事
業
再
編
成
問
題
に
関
す
る

(754) 20
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(
川2

)

書
簡
が
直
接
や
り
と
り
さ
れ
た

｡

と
こ
ろ
が
'
吉
田
内
閣
と
与
党
自
由
党

(1-3
)

と
が
よ
う
や
-
お
り
あ
い
を
つ
け
て
作
成
し
た
妥
協

案
は
t

G
H
Q
の
受

(I-4
)

け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず

'

結
局
'
吉
田
内
閣
は
'
第
九
国
会
に
も
電

気
事
業
再
編
成
関
連
法
案
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
｡

こ
と
こ
こ
に
い
た

っ
て
t

G
H
Q
の
強
権
発
動
に
よ
る
電
気
事
業
再
編

成
問
題
の

一
挙
解
決
は
､
も
は
や
避
け
ら
れ
な
い
情
勢
と
な

っ
た
｡
そ
し

て
,
一
九
五

〇
年

二

月
二
二
日
付
の
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
吾
郎

㌻

と
づ
き
･

二
日
後
の

二

月
二
四
日
に
電
気
事
業
再
編
成
令
と
公
益
事
業
令
が
'
い

ず
れ
も
ポ
ツ
ダ
ム
政
令
と
し
て
公
布
さ
れ
た

(施
行
は
､
と
も
に
同
年

1

二
月

一
五
日
)
｡

こ
の
結
果
t

G
H
Q
案
に
よ
る
公
益
事
業
委
員
会
の
創

設
と
､
松
永
案
に
よ
る
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
を
主
要
な
内
容
と
す
る
電
気
事
業

再
編
成
が
'
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
｡

一
九
五

〇
年
四
-

二

月
の
事
実
経
過
の
な
か
で
興
味
深
い
の
は
､

G

H
Q
が

一
貫
し
て
'
同
年
三
月
末
に
内
容
が
固
ま

っ
た̀
最
終
実
行
案
の
線

で
電
気
事
業
再
編
成
を
実
施
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
点
で
あ
る
｡
か
つ
て

G
H
Q
案
と
松
永
案
は
'

一
〇
分
割
か
九
分
割
か
､
属
地
主
義
か

｢凧
揚

げ
地
帯
｣
方
式
か
t
と
い
う
二
点
で
食
い
違
い
を
み
せ
て
い
た
が
'
再
編

成
問
題
が
最
終
局
面
を
迎
え
た

一
九
五

〇
年
四
-

二

月
の
時
期
に
は
､

G
H
Q
は
'
い
ず
れ
の
点
で
も
松
永
案
の
熱
心
な
支
持
者
と
し
て
行
動
し

た
｡
同
年

二

月
の
時
点
で
ケ
ネ
デ

ィ
が
'
｢
凧
揚
げ
地
帯
｣
方
式

を

支

拝
す
る
立
場
か
ら
､
吉
田
内
閣
と
自
由
党
と
の
あ
い
だ
で
成
立
し
た
妥
協

(
捕
)

案
に
盛
り
込
ま
れ
た
属
地
主
義
を
批
判
し
た
こ
と

は

'
そ
の
こ
と
を
端
的

に
示
し
て
い
る
｡
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七

結

論

本
稿
の
課
題
は
'
電
気
事
業
再
編
成
に
お
い
て
最
終
実
行
案
と
な
っ
た

民
営
地
域
別
九
分
割
案
の
形
成
過
程
を
検
討
し
'
企
業
形
態
改
変
面
で
の

再
編
成
の
主
役
は
誰
か
を
確
定
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
｡
最
後
に
'
こ
の
問

題
に
対
す
る
解
答
を
明
確
に
し
て
お
こ
う
｡

冒
頭
で
弟
1
表
を
使

っ
て
議
論
し
た
よ
う
に
'
企
業
形
態
改
変
面
で
電
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気
事
業
再
編
成
の
主
役
と
な
り
う
る
候
補
者
と
し
て
は
､
松
永
安
左
ヱ

門
､
G
H
Q
t
九
配
電
会
社
の
三
者
が
存
在
す
る
｡
こ
の
う
ち
'
ま
ず
最

(川7
)

初
に
リ
ス
ト
か
ら
は
ず
す
べ
き
な
の
は
'
九
配
電
で
あ
ろ
う

｡

と
言
う
の

は
'
九
配
電
が
､
①
集
排
法
指
定
以
前
に
は
'
電
産
労
協
な
い
し
電
産
が

掲
げ
る
全
国

一
社
案
に
同
調
し
て
い
た
､
②
集
排
法
指
定
以
後
で
も
'
電

気
事
業
民
主
化
委
員
会
に
お
い
て
'
現
状
維
持
色
の
強
い
答
申
の
作
成
に

賛
成
し
た
t
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

次
に
問
題
に
な
る
の
は
t
G
H
d
で
あ
る
｡
電
気
事
業
再
編
成
自
体
が

G
H
Q
の
強
権
発
動
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
'
間
違
い
な
い
｡
ま

た
'
再
編
成
の
一
側
面
で
あ
る
電
力
行
政
機
構
の
改
変
に
つ
い
て
t
G
H

Q
が

一
貫
し
て
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
｡
し
か

し
'
肝
心
の
企
業
形
態
改
変
の
面
で
は
､
G
H
Q
は
'
必
ず
し
も
主
導
性

を
発
揮
し
た
と
は
言
え
な
い
｡
こ
の
面
で
の
G
H
Q
の
方
針
は
'
五
ブ

ロ

ッ
ク
案
'
七
ブ

ロ
ッ
ク
案
'

一
〇
分
割
案
と
激
し
く
動
揺
L
t
最
終
的
に

は
､
具
体
案
作
成
を
日
本
サ
イ
ド
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
G
H
Q

が
電
気
事
業
再
編
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
は
紛
れ
も

な
い
事
実
で
あ
る
が
t
G
H
Q
を
民
営
地
域
別
九
分
割
案
作
成
の
主
役
と

み
な
す
こ
と
は
正
確
で
な
い
｡
G
H
Q
が
企
業
形
態
改
変
面
で
再
編
成
の

主
役
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
､
日
本
の
電
力
業
の
技
術
的
'

歴
史
的
条
件
を
網
羅
的
'
体
系
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
｡

G
H
Q
が
日
本
サ
イ
ド
に
ゆ
だ
ね
た
企
業
形
態
改
変
の
具
体
案
作
成
を

主
導
性
を
も

っ
て
推
進
し
､
九
ブ

ロ
ッ
ク
化
と
､

｢凧
揚
げ
地
帯
｣
方
式

の
採
用
と
い
う
二
点
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
民
営
地
域
別
九
分
割
案
の
成
立

に
中
心
的
な
役
割
を
は
た
し
た
の
は
'
松
永
安
左
ヱ
門
で
あ

っ
た
｡
し
た

が
.っ
て
'
企
業
形
態
改
変
面
で
の
電
気
事
業
再
編
成
の
主
役
は
松
永
だ

っ

た
t
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡
松
永
案
に
も
り
こ
ま
れ
た
九
ブ

ロ

ッ
ク
化
や

｢凧
揚
げ
地
帯
｣
方
式
の
採
用
に
対
し
て

一
時
は
批
判
を
加
え

て
い
た
G
H
Q
が
､
最
終
局
面
で
は
そ
れ
ら
の
熱
心
な
支
持
者
に
転
じ
た

こ
と
は
'
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
｡

松
永
が
電
気
事
業
再
編
成
の
主
役
に
な
り
え
た
の
は
'

1
九
二
八
年
に

す
で
に
再
編
成
の
内
容
を
先
ど
り
す
る

｢
電
力
統
制
私
見
｣
を
発
表
し
て

い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'
日
本
の
電
力
業
の
技
術
的
'
歴
史
的

条
件
に
関
し
て
'
広
く
深
い
理
解
を
も

っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
｡
松
永
の

電
力
業
に
対
す
る
理
解
を
豊
か
に
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
意
味
を
も

っ
た

の
は
'
当
時
'
｢科
学
的
経
営
｣

と
評
価
さ
れ
た
､

戦
前
の
東
邦
電
力
に

お
け
る
ト
ッ
プ

･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
経
験
で
あ

っ
た

(
こ
の
点
に
つ
い
て

(
1-8
)

は
'
す
で
に
別
の
機
会
に
論
究
し
た

)
｡

ま
た
､
戦
前
戦
後
を
つ
う
じ
て
'

松
永
の
も
と
に
'
日
本
の
電
力
業
界
を
代
表
す
る
よ
う
な
優
秀
な
人
材
が

(
1-9
)

参
集
し
た
こ
と

も

､
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
｡
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と
こ
ろ
で
'
企
業
形
態
改
変
面
で
の
電
気
事
業
再
編
成
の
主
役
が
G
H

Q
で
は
な
く
松
永
だ
と
い
う
本
稿
の
結
論
か
ら
は
'
電
気
事
業
再
編
成

は
'
単
な
る

｢外
圧
｣
の
所
産
で
は
な
く

基
本
的
に
は

｢内
圧
｣
に
よ

っ
て
生
じ
た
も
の
だ
t
と
い
う
仮
説
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
｡
そ
し
て
､

①
電
力
国
家
管
理
以
前
の

一
九
二
〇
年
代
末
葉
-

一
九
三

〇
年
代
の
時
期

に
'
松
永
の

｢電
力
統
制
私
見
｣
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
'
電
力
業
界
の
白

へ
tIo
)

主
統
制
の
機
運
が
あ
る
程
度
高
ま
っ
て
い
た
こ
と

'

②
電
気
事
業
再
編
成

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
九
電
力
体
制
が
'
そ
の
後
も
長
期
に
わ
た
っ
て
定
着

へ
m
)

し
た
こ
と

t

を
考
え
あ
わ
せ
る
と
'
こ
の
仮
説
の
説
得
力
は
'
い
っ
そ
う

高
ま
る
｡

一
方
'
こ
れ
と
は
裏
腹
に
､
電
力
国
家
管
理
の
経
済
的
必
然
性

を
強
調
す
る
通
説
的
見
解
の
系
と
し
て
展
開
さ

れ

る
'
｢電
気
事
業
再
編

成
を
G
H
Q
と
い
う

『外
圧
』
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
経
済
的
必
然
性
を

も
た
な
い
プ

ロ
セ
ス
と
と
ら
え
る
｣
議
論
の
妥
当
性
は
､
後
退
す
る
｡

も
ち
ろ
ん
､
日
本
の
電
力
業
が
､

1
九
三

〇
年
代
の
業
界
自
主
統
制
か

ら
電
気
事
業
再
編
成

へ
直
進
せ
ず
に
'
そ
の
あ
い
だ
に
足
か
け

一
三
年
間

に
わ
た
る
国
家
管
理
を
経
験
し
た
こ
と
は
､
歴
史
的
事
実
で
あ
る
｡
し
か

し
'
そ
れ
は
'
国
家
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
台
頭
な
ど
の
経
済
外
的
要
田

に
よ
る
も
の
で
あ

り
'
電
力
国
家
管
理
は
'
経
済
的
必
然
性
を
も
た
な

い
'
日
本
の
電
力
業
に
と

っ
て
の
長
い
回
り
道
だ

っ
た
と
'
筆
者
は
考
え

る
｡
電
力
国
家
管
理
下
で
伏
流
と
し
て
い
っ
た
ん
地
表
か
ら
姿
を
消
し
た

日
本
電
力
業
の
本
来
の
流
れ
が
'
再
び
本
流
と
し
て
姿
を
現
わ
し
た
も
の

が
'
ほ
か
な
ら
ぬ
電
気
事
業
再
編
成
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
こ
の

よ
う
な
新
し
い
視
角
か
ら
日
本
電
力
業
の
発
達
史
を
再
構
成
す
る
こ
と

は
'
今
後
と
も
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
｡

注(
M
)

本
稿
の
注
66
で
述
べ
た
よ
う
に
､
松
永
安
左
ヱ
門
が
九
ブ

ロ
ッ

ク
案
を
作
成
す
る
過
程
で
'
関
東
配
電
の
木
川
田

1
隆
'
関
西
配
電

の
芦
原
義
重
'
中
部
配
電
の
横
山
通
夫
が
'
重
要
な
役
割
を
偲
た
し

た
｡
た
だ
し
､
こ
れ
ら
三
人
の
動
き
は
'
各
配
電
会
社
に
よ
っ
て
オ

ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
公
式
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡

(
州
)

拙
稿

｢
三
井
銀
行
と
東
京
電
灯

･
東
邦
電
力
｣
(『
経
営
史
学
』

第

一
七
巻
第
二
号
'

一
九
八
二
年
)
'
同

｢電
力
再
編
成
の
立
役
者

･

松
永
安
左

ヱ
門
｣
(『
歴
史
と
人
物
』

一
九
八
三
年

l
O
月
号
'
中
央

公
論
社
)'
同

｢松
永
安
左
ヱ
門
と
東
邦
電
力
の
資
金
調
達
｣
(青
山

学
院
大
学

『青
山
経
営
論
集
』
第

1
九
巻
第

一
号
'

1
九
八
四
年
)
'

同
前
掲

｢電
力
統
制
と
五
大
電
力
経
営
者
｣
参
照
｡

(
1-9
)

戦
前
に
松
永
が
社
長
を
つ
と
め
た
東
邦
電
力
か
ら
は
'
電
気
事

業
再
編
成
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
民
営
九
電
力
会
社
の
-
ッ
プ

･
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
多
数
輩
出
し
た
｡
ま
た
'
戦
後
に
つ
い
て
は
､
本
稿
の

注
66
参
照
｡

(
110
)

前
掲
拙
稿

｢電
力
統
制
と
五
大
電
力
経
営
者
｣
四
-

1
九
頁
参

照
｡

(

m

)

前
掲
拙
稿

｢
電
力
｣
三
六
六
-
三
六
八
㌧
三
七
四
-
三
七
六
頁
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参
照
｡

〔補
注
〕

本
稿
の
脱
稿
後
'
中
瀬
哲
史
氏
が

｢
日
本
の
電
気
事
気
再
編

成
案
の
形
成
｣
(
大
阪
市
立
大
学

『
経
営
研
究
』
第
四
二
巻
第
二
号
'

一
九
九

1
年
)

を
発
表
さ
れ
た

(本
稿
の
注
3
参
照
).

そ
の
な
か

で
氏
は
'
戦
前
と
戦
後
を
連
関
さ
せ
'
松
永
安
左
ヱ
門
の
役
割
を
重

視
す
る
筆
者

(橘
川
)
の
基
本
的
な
視
角
を
評
価
さ
れ

(中
瀬
論
文

七
三
頁
参
照
)
な
が
ら
も
'
筆
者
の
議
論
に
対
し
て
､
次
の
四
点
の

批
判
を
加
え
ら
れ
て
い
る
｡
そ
れ
は
､
①

｢戦
前
と
戦
後
の
連
続
性

を
強
調
す
る
が
為
に
'
戦
後
の
再
編
成
を
巡
る
政
治
的

･
経
済
的
な

客
観
的
情
勢
を
分
析
す
る
視
角
が
弱
い
こ
と
｣
'

②

｢
G
H
Q
/
s

c
A
P
の
現
実
の
活
動
を
扱

っ
て
い
な
い
｣
こ
と
'
⑨

｢電
力
再
編

成
を
企
業
形
態
改
変
と
行
政
所
管
変
更
と
い
う
二
つ
の
問
題
と
し
て

切
り
離
し
て
分
析
す
る
た
め
に
'
両
問
題
の
関
連
が
不
明
確
で
｣
あ

る
こ
と
'
④

｢
再
編
成
問
題
の
中
で
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ

っ
た
水
力
.

電
源
の
帰
属
方
法

(
-
中
略
-
)
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
｣

(引
用
は
い
ず
れ
も
中
瀬
論
文
七
三
頁
)
t
の
諸
点
で
あ
る
｡

こ
の
う
ち
②
は
'
中
瀬
氏
自
身
が
前
掲
拙
碍

｢資
料
-

電
気
事

業
再
編
成
と
G
H
Q
B
伽
｣
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と

(中
瀬
論
文

七
二
頁
参
照
)
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
'
や
や
奇
異
な
印
象
を
受
け
る
｡

ま
た
'
④
に
つ
い
て
も
'
や
は
り
中
瀬
氏
が
論
及
さ
れ
て
い
る

(中

瀬
論
文
七
二
-
七
三
頁
参
照
)
前
掲
拙
稿

｢電
気
事
業
再
編
成
と
企

業
形
態
改
変
に
関
す
る
諸
プ
ラ
ン
｣
の
二
七
五
頁
で
'
水
力
電
源
の

帰
属
問
題
に
関
す
る
筆
者
の
基
本
的
な
見
解
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

の
で
'
同
様
で
あ
る
O
本
稿
の
基
礎
と
な
っ
た

一
九
九

〇
年
の
社
会

経
済
史
学
会
第
五
九
回
全
国
大
会
で
の
筆
者
の
自
由
論
題
報
告

(塞

稿
の
注
1
参
照
)
を
中
瀬
氏
が
聞
か
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
情
も
あ

る
よ
う
で
あ
る
が
'
い
ず
れ
に
せ
よ
､
本
稿
の
発
表
自
体
が
'
氏
の

②
や
④
の
批
判
に
対
す
る

一
応
の
回
答
に
な
り
う
る
と
考
え
る
｡

つ
ぎ
に
､
①
に
関
し
て
は
'
電
気
事
業
再
編
成
を
理
解
す
る
う
え

で
の
最
大
の
ボ
イ
ン
-
ほ
'
従
来
の
諸
研
究
が
行
な
っ
て
き
た
よ
う

に

｢戦
後
の
再
編
成
を
巡
る
政
治
的

･
経
済
的
な
客
観
的
情
勢
｣
を

重
視
す
る
こ
と
で
は
な
-
'
日
本
電
力
業
の

｢戦
前
と
戦
後
の
連
続

性
｣
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
の
が
､
筆
者
の
積
極
的
立

論
で
あ
る
こ
と
を
繰
り
返
す
に
と
ど
め
た
い
｡
既
述
の
よ
う
に
'
こ

の
よ
う
な
筆
者
の
視
角
に
対
し
て
は
'
中
瀬
氏
も
基
本
的
に
は
賛
意

を
蓑
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
な
お
'
筆
者
の
視
角
に
つ
い

て
は
'

前
掲
拙
稿

｢電
力
国
家
管
理
研
究
の
新
視
角
｣
､

お
よ
び
本

稿
の
結
論
部
分
参
照
｡

最
後
に
'
③
に
つ
い
て
言
え
は
'
電
気
事
業
再
編
成
の
過
程
で
企

業
形
態
改
変
と
行
政
所
管
変
更
と
を

｢
切
り
離
し
｣
た
の
は
､
ほ
か

な
ら
ぬ
O
.H
Q
自
身
で
あ
る
.
問
わ
れ
る
べ
き
は
'
筆
者
の
分
析
姿

勢
で
は
な
く
t
G
H
Q
の
行
動
様
式
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
｡
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付表 電気事業再編成関連年表

午 月 日 主 要 な 関 連 事 項

1938 5 5 国家総動員法施行o
5 25 電力管理法一部施行 (全面施行は1939年 3月18Ⅰ∃)○
8 10 日本発送電株式会社法施行o

1939 4 1 目先設立.電気庁発足o
10 20 電力調整令施行○

1941 3 20 国家総動員法改正施行○
4 25 日本発送電抹式会社法改正施行○電力管理法施行令改正施行o
8 29 配電統制令施行o

1942 4 1 9配電設立o
ll 1 逓信省電気局発足o

1943 ll1 軍需省電力局発足o
1945 8 26 商工省電力局発足.
12 20 日発関東支店従業員組合､発送眉己電一元化 を要求.

1946 2 20 東京都議会､ ｢配電事業ニ関スル意見書｣を採択o
4 7 電産労協結成○発送配電の全国一元化 を要求○
8 13 衆議院本会議､ ｢配電事業東京都営移管に関する建議案｣採択C
9 17 電気事業法改正一部施行 (全面施行は同月30日)o
10 1 配電統制令 .電力調整令失効○

10ll 728 電産労協 .目先 ー9配電 .商工省間で､電気事業民主化､発送配電全
国一元化の確認書成立o
配電事業都市移管期成連絡委員会結成○

1947 1 22 労使代表による電気事業民主化協議会開催 (同年 9月15日までうo
5 6 電産結成○
8 4 日本社会党､電力国有国営案発表C
8 10 日本共産党､ ｢重要企業国営人民管理法案｣提案o
9 - 電産､ ｢電気事業社会化法要項｣発表○

1948 2 22 日発､ 9配電に集排法の指定o
3 9 電産､公社による発送配電全国一元化案発表o

44 2223 Ej発､再編成計画書提出 (株=式会社による発送配電全国一元化案).

同時に9配電 も､再編成計画書提出 (民営地域別 9社による発送配電
一貫経営案)o
配電事業全国都道府県営期成同盟会結成○

4 30 電気事業民主化委員会開催 (同年10月 1Elまでうo

567 12301 配電事業全国都道府県営期成同盟会､ ｢配電事業都道府県営基本方針｣

(発送電国営､配電公営案)発表o
GHQ反 トラス ト.カルテル課長ウエルシユ､ ｢9配電の機構上の分
割はない｣ との談話発表o
持株会社整理委員会､ ｢9配電は機構上の再編成を要 しない｣ と発表o

7 15 日発､臨時理事会 を開き､理状維持論へ転換○
10 1 電気事業民主化委員会答申 (北海道 .四国は発送眉己電一貫化､本州 .

九州は現状維持)o

1949 2 15 GHQ経済科学局工業課､電気事業再編成案作成○
5 6 配電事業公営期成連合会結成o

55 1025 GHQ集中排除審査委員会のバーガー､ 日発森理事に ｢7ブ ロック
案｣ を内示○
通商産業省設置○資源庁電力局発足○

8 13 GHQ､電気事業再編成の基本方針作成o
9 27 GHQ､電気事業再編成に関する非公式覚書を通産省に提示○
ll 24 電気事業再編成審議会開催 (1950年 1月31日まで)o
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1950 1222 191ll14 GHQ経tL斉科学局顧問ケネデ ィ､電気事業再編成審議会のメンバーに

｢10分割案｣提示o
電気事業再編成審議会答申 (9分割プラス電力融通会社案○発送眉己電
一貫 9分割の松永会長私案 も添付)○
GHQ経済科学局長マーカツト､答申の両案に反対する旨の覚書を通
産省に提示○
通産省､栓永案採用を決定○

233 211029 電気事業再編成に関する閣議了解 (松永案による9分割､通産相の諮

間機関 として公益事業審議会 を設置)○
GHQ､公益事業委員会問題 を除いて政府案を了承する旨の非公式覚
書を通産省に提示o
公益事業委員会問題について､GHQ .政府間の合意成立.

4 20 政府､電気事業再編成法案 と公益事業法案を第 7国会-提出.
5 2 両法案は､第 7国会で審議未了､廃案O
6 20 両法案の第8EE]会提出取止めの閣議申し合せ.

67 2110 ケネデ ィ､両法案国会提出取止めに遺憾の意 を表 し､見返 り資金の融
資停止を通産相に表明○
ケネデ ィ､見返 り資金の融資停止 を官房長官に通告o

79 239 GHQ､ 日発 と9配電の設備新設､拡張､移設､さらには増資､社債
発行に対する許可を停止○
日発大西総裁､樺井副総裁辞表提出o

10 3 ｢電気事業再編成要綱｣ を閣議了解o
10 9 民主党､発送電 5分割案 を発表O

llll 1016 第9国会-提出予定の電気事業再編成法案修正案 と公益事業法案修正
案を閣議 了解○
ケネデ ィ､両法案修正案に反対の旨を通産相に表明o

ll 21 第9匡一会開会O

llll 2224 GHQ最高司令官マ ッカーサー､電気事業再編成促進に関す る書簡を
吉田首相 に伝達o
電気事業再編成令､公益事業令公布 (ともに施行は同年12月15日)凸

12 15 公益事業委員会発足o電力管理法 .電気事業法廃止○

1951 5 1 9電力設立0 日発 .9配電解散. 日本発送電株式会社法失効o

1952 7 31 電源開発促進法公布施行o
8 1 公益事業委員会廃止o通産省公益事業局発足C
8 ll 電源開発調整審議会設置○
9 16 電源開発株式会社設立O
10 25 電気事業再編成令､公益事業令失効o
12 27 電気及びガスに関する臨時措置に関する法律公布施行凸

1958 4 1 電力広域運営方式実施○

(出所) ｢電力案の流産､舞台裏(1)-(12)｣ (『産業経済新聞』､1950年 5月15日付一同
月27日付)｡ 日本発送電株式会社 『再編成関係 日誌』 (1950年)｡ GHQ､SCAP,
"ExpansionandReorganizationoftheElectricPowerandGaslndustries"
(HistoryoftheNonmilih27yActi･uiiiesofikeOccupationofJaPan,Vol.XV,Fuel
andPower,PartB,1952)｡ 電気事業再編成 史刊行会 (公益事業委員会内)宿
『電気事業再編成史』 (1952年)｡栗原宋洋編 『現代 日本産業発達史ⅢⅠ電力』
(1964年)｡電力政策研究全編 『電気事業法制史』(電力新報社､1965年)｡公営電気
復元運動史編集委員全編 『公営電気復元運動史』 (公営電気事業復元県都市協議
会､1969年)｡通商産業省編 『通商産業省30年誌』 (通商産業調査全､1979年)0
大谷健 『興亡』(白桃書房､1984年)｡

(注)-は､ 日付不明｡
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